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松
山
由
布
子

資
料
紹
介

在
地
に
お
け
る
祭
文
の
創
造

愛
知
県
北
設
楽
郡
豊
根
村
山
内
地
区
『
御
歳
徳
神
祭
文
』
の
解
題
と
翻
刻

は
じ
め
に

　
『
御
歳
徳
神
祭
文
（
（
（

』
は
、
愛
知
県
豊
根
村
山
内
地
区
の
榊
原
家
に
伝
え
ら
れ
た
祭

文
で
あ
る
。
こ
の
祭
文
は
、
武
井
正
弘
に
よ
っ
て
奥
三
河
圏
内
の
牛
頭
天
王
祭
文
の

一
つ
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。
ま
た
筆
者
も
、
こ
の
祭
文
が
近
世
後
期
に
病
人
祈

祷
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
祭
文
の
本
文
分
析
を

通
し
て
、
奥
三
河
に
お
け
る
行
疫
神
に
ま
つ
わ
る
複
層
的
な
民
俗
信
仰
の
様
相
を
示

し
た
（
（
（

。
た
だ
し
こ
れ
ま
で
、
こ
の
祭
文
の
全
文
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
解
題
と
し
て
『
御
歳
徳
神
祭
文
』
の
概
要
、
書
誌
、
内
容
の
特
徴
に

つ
い
て
述
べ
た
上
で
、
同
祭
文
の
写
本
二
点
の
全
文
を
翻
刻
し
紹
介
す
る
。

一
、
豊
根
村
山
内
地
区
と
榊
原
家
に
つ
い
て

　
『
御
歳
徳
神
祭
文
』
は
、
愛
知
県
豊
根
村
山
内
地
区
の
榊
原
家
に
伝
え
ら
れ
る
祭

文
で
あ
る
。
豊
根
村
は
愛
知
県
北
設
楽
郡
内
の
一
村
で
あ
り
、
山
内
地
区
は
村
内
北

東
端
の
大
字
三
沢
の
中
の
一
組
で
あ
る
。
三
沢
は
長
野
県
阿
南
町
・
天
龍
村
・
豊
根

村
富
山
（
旧
富
山
村
）
に
接
し
、
新
野
峠
を
越
え
て
信
州
へ
至
る
街
道
の
途
上
に
あ

た
る
。
山
内
地
区
は
近
世
に
は
樫か
し
ゃ
げ

谷
下
村
の
一
部
で
あ
り
（
（
（

、元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）

成
立
の
「
三
河
国
絵
図
」
に
は
、「
樫か
し
ゃ
げ

谷
下
村
内
山
内
村
」
と
し
て
そ
の
名
が
見
ら

れ
る
（
（
（

。

　

山
内
地
区
に
は
、
鍵
取
り
の
榊
原
家
と
幣
取
り
の
林
家
と
い
う
、
祭
事
を
中
心
的

に
執
り
行
っ
て
き
た
家
が
あ
る
（
（
（

。
同
地
区
は
花
祭
り
の
伝
承
地
で
あ
り
、
花
祭
り
の

花
太
夫
の
役
も
両
家
が
世
襲
で
務
め
て
き
た
（
（
（

。
ま
た
両
家
は
大
神
楽
と
も
深
く
関
わ

り
、
奥
三
河
に
お
け
る
最
も
古
い
神
楽
次
第
書
を
伝
え
て
い
る
（
（
（

。
本
稿
で
取
り
上
げ

る
『
御
歳
徳
神
祭
文
』
を
伝
え
る
榊
原
家
は
、
代
々
若
太
夫
の
名
を
継
承
し
、
屋
敷

の
裏
手
に
は
、
現
在
は
地
区
の
氏
神
と
さ
れ
る
清
水
神
社
を
擁
し
て
い
る
。
清
水

神
社
の
御
神
体
は
花
祭
り
の
し
ず
め
で
用
い
ら
れ
て
き
た
「
ひ
の
う
」「
み
ず
の
う
」

の
面
形
で
あ
り
、
リ
ュ
ウ
オ
ウ
サ
マ
と
呼
ば
れ
る
八
大
竜
王
と
し
て
祀
っ
て
い
る
。

一
方
の
林
家
は
、
代
々
宮
太
夫
の
名
を
継
承
し
、
屋
敷
の
裏
手
に
は
ハ
ッ
テ
ン
グ
サ

マ
と
呼
ば
れ
る
飯
綱
八
天
狗
を
祀
っ
て
い
た
（
（
（

。
三
沢
の
中
世
末
期
や
近
世
の
棟
札
に

は
、
若
太
夫
・
宮
太
夫
の
名
が
連
名
に
て
多
く
記
さ
れ
て
お
り
（
（1
（

、
両
家
の
在
地
の
祭
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事
に
お
け
る
役
割
が
推
察
さ
れ
る
。

　

現
在
、
榊
原
家
に
伝
え
ら
れ
る
文
献
資
料
の
う
ち
、
宗
教
儀
礼
に
関
わ
る
約

一
六
〇
点
は
、
豊
根
村
教
育
委
員
会
に
て
委
託
管
理
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
識
語
よ
り
成
立

年
が
確
認
さ
れ
る
文
献
は
六
八
点
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
六
一
点
は
宝
暦
期
か
ら
安
政

期
頃
（
一
七
五
一
～
一
八
六
〇
）
の
成
立
で
あ
り
、
近
世
中
期
・
後
期
の
祭
事
記
録

や
詞
章
が
集
中
的
に
遺
さ
れ
て
い
る
。
次
節
で
述
べ
る
通
り
、『
御
歳
徳
神
祭
文
』

も
こ
の
時
期
の
書
写
と
推
察
さ
れ
る
。
榊
原
家
が
地
区
内
で
果
た
し
て
き
た
祭
事
上

の
役
割
を
鑑
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
詞
章
を
も
と
に
、
同
家
が
実
践
し
た
民
俗
信
仰
の

史
的
動
態
を
捉
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

二
、『
御
歳
徳
神
祭
文
』
の
概
要
と
書
誌

　
（
一
）
概
要

　
『
御
歳
徳
神
祭
文
』
は
、『
豊
根
村
古
文
書
目
録
』（
豊
根
村
教
育
委
員
会
、

一
九
九
六
年
）
の
「
榊
原
大
六
家
古
文
書
」
内
「
祭
文
関
係
」
部
の
内
に
、
二
点
の

写
本
が
確
認
さ
れ
る
。
二
点
と
も
書
写
年
の
記
載
は
な
く
、料
紙
の
状
態
な
ど
か
ら
、

江
戸
時
代
後
期
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
祭
文
の
用
途
に
つ
い
て
は
、

同
じ
く
榊
原
家
に
伝
え
ら
れ
る
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
書
写
の
病
人
祈
祷
の
た
め

の
修
法
次
第
「
釜
祓
之
伝
・
わ
た
り
立
祭
文
・
咒
文
（
（1
（

」
に
、次
の
よ
う
な
注
記
が
あ
る
。

　
　

病
人
祈
祷
ニ
ハ
、
天
王
嶋
渡
り
才
文
ヲ
読
、
又
ハ
六
ケ
敷
時
ニ
ハ
、
歳
神
才
文
読

「
天
王
嶋
渡
り
才
文
」
は
、奥
三
河
圏
内
に
広
く
流
布
す
る
『
牛
頭
天
王
嶋
渡
り
祭
文
』

を
指
す
。
こ
の
祭
文
は
、
蘇
民
将
来
譚
の
展
開
の
中
で
牛
頭
天
王
一
行
が
津
島
へ
来

臨
す
る
と
い
う
、
中
世
の
津
島
信
仰
に
基
づ
く
祭
文
で
あ
る
（
（1
（

。
傍
線
部
の
「
六（
む
つ
か
し
き

ケ
敷

時と
き
（」
は
回
復
し
に
く
い
ほ
ど
病
気
が
重
い
状
態
を
指
し
て
お
り
、
傍
線
部
で
は
、
そ

う
し
た
時
に
は
「
歳
神
祭
文
」、
つ
ま
り
本
稿
で
紹
介
す
る
『
御
歳
徳
神
祭
文
』
を

読
誦
す
る
様
に
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
榊
原
家
が
行
っ
た
病
人
祈
祷
に
お

い
て
、『
牛
頭
天
王
嶋
渡
り
祭
文
』
や
『
御
歳
徳
神
祭
文
』
を
用
い
た
次
第
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
（1
（

。
ま
た
こ
の
「
釜
祓
之
伝
・
わ
た
り
立
祭
文
・
咒
文
」

が
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
の
書
写
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
榊
原
家
の
儀
礼
詞
章
が
集

中
的
に
遺
さ
れ
て
い
る
時
期
に
、『
御
歳
徳
神
祭
文
』
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
も

確
認
さ
れ
る
。

　

現
存
の
榊
原
家
文
献
に
は
『
牛
頭
天
王
嶋
渡
り
祭
文
』
は
見
ら
れ
な
い
が
、
旧
稿

に
て
詳
述
し
た
よ
う
に
『
御
歳
徳
神
祭
文
』
に
は
『
牛
頭
天
王
嶋
渡
り
祭
文
』
か
ら

の
引
用
も
見
ら
れ
る
（
（1
（

。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
榊
原
家
で
は
か
つ
て
『
牛
頭
天
王
嶋

渡
り
祭
文
』
を
所
持
し
、
二
つ
の
祭
文
を
用
い
た
病
人
祈
祷
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が

推
察
さ
れ
る
。

　
（
二
）
書
誌

●　

古
文
書
番
号 

一
二
〇

目
録
名
「
摩
利
支
天
経
・
御
歳
徳
神
祭
文
」

書
誌　

写
本
、
袋
綴
装
（
共
紙
表
紙
・
線
装
）、
縦
２
６・１
㎝
×
横
１
８・０
㎝　

全
三
三
丁
、
末
尾
欠

外
題
・
識
語
ナ
シ

内
題
（
一
三
折
ウ
）「
御
歳
徳
神
祭
文
」

　

本
書
は
、
病
人
祈
祷
な
ど
の
要
事
を
ま
と
め
た
書
付
け
で
あ
る
。『
豊
根
村
古
文

書
目
録
』
に
て
、「
摩
利
支
天
経
・
御
歳
徳
神
祭
文
」
の
目
録
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。

一
三
丁
裏
か
ら
裏
表
紙
見
返
し
ま
で
の
二
〇
丁
半
に
わ
た
り
『
御
歳
徳
神
祭
文
』
が

書
写
さ
れ
、末
尾
の
約
一
丁
分
が
欠
落
し
て
い
る
。
一
三
丁
裏
に
「
御
歳
徳
神
祭
文
」

の
内
題
が
付
さ
れ
て
お
り
、こ
の
内
題
を
以
て
祭
文
名
と
し
た（
以
下
Ａ
本
と
す
る
）。

●　

古
文
書
番
号 

八
三

目
録
名
「
御
歳
神
祭
文
」

書
誌　

写
本
、
袋
綴
装
、
縦
２
９
・
１
㎝
×
横
１
９
・
４
㎝
、
全
四
四
丁
、
表
紙
・

裏
表
紙
後
補
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外
題
「
御ヲ
ン
ト
シ
カ
ミ
サ
イ
モ
ン

歳
神
祭
文
」

識
語
（
外
題
左
下
）「
榊
原
氏
」、（
裏
表
紙
見
返
本
文
末
尾
）「
三
州
山
内
村　

榊
原
若
太
夫
」

　

本
書
は
、『
御
歳
徳
神
祭
文
』
の
み
が
書
写
さ
れ
た
写
本
で
あ
り
、
後
補
の
表
紙

に
「
御ヲ
ン
ト
シ
カ
ミ
サ
イ
モ
ン

歳
神
祭
文
」
と
題
目
が
打
付
け
書
き
さ
れ
て
い
る
。（
以
下
Ｂ
本
と
す
る
）。

識
語
よ
り
、
榊
原
家
の
所
持
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

Ａ
本
と
Ｂ
本
は
、
固
有
名
詞
や
言
葉
遣
い
な
ど
は
異
な
る
が
、
共
通
し
た
内
容
を

持
つ
。
以
下
、
Ａ
本
を
中
心
に
、『
御
歳
徳
神
祭
文
』
の
展
開
を
示
す
。

写真 1　A 本（「御歳徳神祭文」）
　　　  　（（ 丁表

写真 2　A 本（「御歳徳神祭文」）
　　　　 （（ 丁裏・（（ 丁表

写真 3　B 本（「御歳神祭文」）
　　　　 表紙（後補）

写真 4　B 本（「御歳神祭文」）
　　　 　（（ 丁裏・裏表紙見返し　（後補）
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三
、『
御
歳
徳
神
祭
文
』
の
内
容
の
特
徴

　
（
一
）
全
体
の
構
成

　

先
に
述
べ
た
通
り
、
こ
の
祭
文
は
、
病
人
祈
祷
に
お
け
る
行
疫
神
祭
祀
の
祭
文
で

あ
る
。
祭
文
の
内
容
に
は
、
主
軸
と
な
る
行
疫
神
へ
の
信
仰
の
ほ
か
、
様
々
な
信
仰

要
素
が
複
層
的
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
祭
文
の
内
容
を
、
Ⅰ
～
Ⅷ
の
大
項
目

と
、
そ
の
中
の
小
項
目
に
分
類
し
、【
表
１
】
に
示
し
た
。
本
文
中
の
固
有
名
詞
は

Ａ
本
に
よ
る
。
引
用
語
句
は
初
出
箇
所
の
み
〈　

〉
に
て
示
し
た
。

　
展
　
開

　
内
　
容

Ⅰ

⑴

〈
住
梵
天
キ
タ
ノ
半
地
古
京
カ
岩
屋
ミ
当
カ
里
〉
に
〈
大
王
天
王
〉
と
い
う
者
が
い
る
。
大
王
天
王
の
元
に
白
き
山
鳩
が
何
羽
か
到
来
し
、〈
サ

カ
サ
シ
ウ
ジ
カ
ヤ
カ
タ
〉
の
一
人
姫
を
娶
り
、
聟
と
な
る
よ
う
に
告
げ
る
。
大
王
天
王
は
サ
カ
サ
シ
ウ
ジ
カ
ヤ
カ
タ
へ
妻
訪
い
の
旅
に
出
る
。

⑵

（
旅
の
道
行
文
）

Ⅱ

⑴

旅
の
途
上
の
師
走
二
九
日
の
夜
、
大
王
天
王
は
〈
ヒ
ヤ
タ
ノ
御
所
、
カ
ラ
木
タ
ノ
御
所
、
玉
ノ
マ
ル
屋
〉
の
御
殿
に
住
む
〈
小
丹
長
者
〉
に
宿

を
乞
う
が
、
歳
夜
に
宿
を
貸
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
断
ら
れ
る
（
Ａ
本
・
小
丹
長
者
の
太
郎
む
す
子
と
言
い
争
い
、
追
い
出
さ
れ
る
）。

⑵

大
王
天
王
は
、
端
が
小
金
の
ひ
し
ゃ
く
で
水
を
汲
む
若
い
娘
に
行
き
会
う
。
大
王
天
王
は
娘
に
水
を
乞
い
、
歳
夜
で
も
宿
を
貸
す
家
が
な
い
か

尋
ね
る
。
娘
は
〈
柴
折
家
折
ま
ぜ
の
家
〉
に
住
む
〈
蘇
民
の
お
き
な
〉
の
家
を
教
え
る
。
娘
は
蘇
民
の
お
き
な
の
娘
で
あ
っ
た
た
め
、
大
王
天

王
は
髪
の
生
え
際
に
「
も
ん
ぜ
が
流
蘇
民
が
子
孫
」
の
呪
文
を
記
す
。

⑶

大
王
天
王
は
柴
折
家
折
ま
ぜ
の
家
に
住
む
蘇
民
の
お
き
な
を
訪
ね
る
。
蘇
民
の
お
き
な
は
大
王
天
王
に
宿
を
貸
す
。

Ⅲ

⑴

蘇
民
の
お
き
な
は
、
大
王
天
王
を
も
て
な
す
た
め
に
、
太
郎
息
子
を
小
丹
長
者
の
屋
敷
へ
遣
わ
し
て
、〈
親
十
代
の
白
見
の
鏡
三
枚
〉
を
質
入
れ

し
て
瓶
子
の
酒
三
合
と
米
十
俵
を
借
り
よ
う
と
す
る
が
、
小
丹
長
者
の
太
郎
息
子
に
拒
絶
さ
れ
る
。

蘇
民
の
お
き
な
の
顔
色
が
悪
い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
大
王
天
王
は
、
こ
の
話
を
聞
き
、
左
の
袂
よ
り
〈
ゑ
ん
ふ
談
金
〉
を
取
り
出
し
て
与
え
る
。

蘇
民
の
お
き
な
は
ゑ
ん
ふ
談
金
を
小
丹
長
者
へ
質
入
れ
し
、
米
と
酒
を
借
り
受
け
る
。
小
丹
長
者
は
宝
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
嘆
き
つ
つ

も
、
酒
と
米
を
蘇
民
の
お
き
な
の
館
へ
送
る
。

⑵

蘇
民
の
お
き
な
は
米
や
酒
を
入
れ
る
簠
簋
や
折
敷
が
な
い
こ
と
を
大
王
天
王
に
告
げ
る
と
、
大
王
天
王
は
藁
を
結
っ
て
代
わ
り
と
す
る
こ
と
を

教
え
る
。
こ
れ
が
〈
歳
神
の
ゆ
い
や
す
〉
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

【
表
１
】『
御
歳
徳
神
祭
文
』
の
展
開
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Ⅳ

⑴

大
王
天
王
は
蘇
民
の
お
き
な
の
元
に
て
年
越
し
し
、
正
月
の
七
日
間
留
ま
る
。
七
日
目
に
蘇
民
の
お
き
な
は
御
座
舟
三
艘
を
用
意
す
る
。
大
王

天
王
は
眷
属
や
蘇
民
の
お
き
な
と
共
に
、〈
箱
崎
山
今
地
ヶ
浦
〉
に
た
ど
り
着
く
。
こ
の
地
で
さ
ら
に
七
日
七
夜
逗
留
す
る
と
、
大
王
天
王
は
三

艘
の
船
に
金
銭
を
積
み
、
蘇
民
の
お
き
な
に
〈
玉
ノ
丸
屋
〉
に
御
殿
を
建
て
て
待
つ
よ
う
に
告
げ
る
。
小
丹
長
者
が
家
見
に
現
れ
、
歳
夜
に
〈
あ

ん
に
や
の
僧
〉
を
泊
め
な
か
っ
た
こ
と
を
嘆
く
。
蘇
民
の
お
き
な
は
三
艘
の
船
で
国
へ
戻
り
、
大
王
天
王
は
サ
カ
サ
シ
ウ
ジ
カ
ヤ
カ
タ
へ
赴
く
。

⑵

（
旅
の
道
行
文
）

Ⅴ

⑴

大
王
天
王
は
海
龍
王
に
、
一
人
姫
を
娶
り
婿
と
な
る
こ
と
を
申
し
入
れ
る
。
海
龍
王
の
了
承
を
得
て
姫
を
娶
っ
た
大
王
天
王
は
、
サ
カ
サ
シ
ウ

ジ
ガ
ヤ
カ
タ
に
七
年
留
ま
り
、
そ
の
間
に
七
人
の
天
王
（
相
光
天
王
、
魔
王
天
王
、
倶
魔
羅
天
王
、
良
待
天
王
、
徳
達
神
天
王
、
達
尼
漢
天
王
、

待
神
相
光
天
王
）
が
生
ま
れ
る
。

⑵

大
王
天
王
の
一
行
は
箱
先
山
今
地
ヶ
浦
へ
戻
ろ
う
と
す
る
。
そ
の
途
上
、〈
じ
ゃ
徳
鬼
神
〉
が
一
行
を
追
い
か
け
て
く
る
。
じ
ゃ
徳
鬼
神
は
七
人

の
天
王
達
の
出
産
時
の
後
の
も
の
よ
り
生
ま
れ
た
た
め
、
自
分
も
大
王
天
王
の
子
で
あ
る
と
し
、
正
体
で
あ
る
十
一
面
観
音
の
姿
を
現
す
。
大

王
天
王
は
我
が
子
（
宅
相
神
天
王
八
王
神
）
と
認
め
る
。

Ⅵ

⑴

大
王
天
王
は
七
人
の
天
王
達
を
一
度
勘
当
し
、
八
王
神
に
小
丹
長
者
を
滅
ぼ
す
た
め
の
四
百
四
病
の
病
を
作
ら
せ
る
。
八
王
神
は
一
度
サ
カ
サ

シ
ウ
ジ
ガ
ヤ
カ
タ
へ
立
戻
り
、四
百
四
病
の
〈
じ
ゃ
神
〉
を
作
っ
て
る
り
の
壺
に
納
め
る
。
箱
先
山
今
地
ヶ
浦
へ
戻
り
大
王
天
王
へ
披
露
す
る
と
、

大
王
天
王
は
四
足
五
体
が
足
り
な
い
と
し
て
、〈
丹
地
の
山
の
戸
羽
の
印
〉
に
て
四
足
五
体
を
作
り
出
す
。

⑵

八
王
神
は
四
百
四
病
の
じ
ゃ
神
を
千
羽
の
小
鷹
に
変
え
、
小
丹
長
者
の
館
を
見
張
ら
せ
〈
サ
ト
メ
を
お
ろ
さ
せ
る
〉。
小
丹
長
者
は
夢
に
よ
っ
て

大
王
天
王
の
サ
ト
メ
の
こ
と
を
知
り
、
三
国
一
の
物
知
り
達
に
頼
ん
で
、
霧
と
霞
で
七
日
七
夜
館
を
守
ら
せ
る
。
八
王
神
は
、
片
目
の
法
師
の

博
士
が
七
日
に
七
つ
の
文
字
を
読
み
外
し
、
ま
た
片
指
を
切
っ
た
法
師
の
博
士
が
七
つ
の
印
を
結
び
外
し
た
と
こ
ろ
よ
り
、
四
百
四
病
を
た
な

び
か
せ
て
侵
入
し
、
小
丹
長
者
や
八
百
八
十
人
の
眷
属
た
ち
を
疫
病
み
さ
せ
る
。

Ⅶ

⑴

大
王
天
王
は
八
王
神
に
、
髪
の
生
え
際
に
「
も
ん
ぜ
が
流
蘇
民
か
子
孫
」
の
呪
文
が
あ
る
者
は
、
恩
を
得
た
氏
子
で
あ
る
と
教
え
る
。
ま
た
〈
女

子
弐
人
あ
る
親
人
〉
は
湯
取
水
取
に
す
る
こ
と
、
悪
し
き
者
は
た
ね
を
切
る
こ
と
、
七
十
五
日
の
物
忌
の
由
来
が
説
か
れ
る
。

⑵

蘇
民
の
お
き
な
は
大
王
天
王
と
そ
の
眷
属
を
ね
ぎ
ら
う
。
大
王
天
王
は
眷
属
に
ふ
る
ま
い
を
す
る
。
ま
た
八
王
神
の
屋
敷
所
は
〈
大
和
山
城
御

福
之
屋
敷
処
〉、
氏
子
所
は
〈
越
後
越
中
さ
と
か
嶋
〉
と
定
め
ら
れ
る
。

Ⅷ

（
賛
嘆
文
）
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以
下
【
表
１
】
の
項
目
番
号
を
示
し
な
が
ら
、
祭
文
の
内
容
の
特
徴
に
つ
い
て
述

べ
る
。

　
（
二
）
祭
文
の
内
容
の
特
徴

ａ 

行
疫
神
祭
祀

　
『
御
歳
徳
神
祭
文
』
の
主
体
を
成
す
の
は
、「
大
王
天
王
」
と
称
さ
れ
る
行
疫
神
の

説
話
で
あ
る
。
全
体
の
構
成
は
、
大
王
天
王
一
行
が
南
海
へ
の
妻
訪
い
の
旅
に
出
、

旅
の
途
上
で
「
小
丹
長
者
」
と
「
蘇
民
の
お
き
な
」
に
宿
を
求
め
る
と
い
う
、
京
都

の
感
神
院
祇
園
社
の
本
縁
を
説
く
「
祇
園
牛
頭
天
王
縁
起
」
な
ど
に
み
え
る
蘇
民
将

来
譚
に
よ
っ
て
い
る
。
旧
稿
に
て
述
べ
た
通
り
、
Ⅴ
・
⑵
の
、
七
人
の
天
王
の
胞
衣

よ
り
「
じ（
蛇
毒
気
神
（

ゃ
徳
鬼
神
」
が
生
ま
れ
、
一
行
を
追
い
か
け
て
八
王
神
と
な
る
話
、
Ⅵ
・

⑴
⑵
の
八
王
神
が
四
百
四
病
の
病
を
生
み
出
し
、
小
丹
長
者
の
一
族
を
滅
ぼ
す
話
へ

の
展
開
は
、『
牛
頭
天
王
嶋
渡
り
祭
文
』
の
内
容
と
関
わ
る
（
（1
（

。『
牛
頭
天
王
嶋
渡
り
祭

文
』
は
、
十
七
世
紀
に
は
奥
三
河
圏
内
に
広
く
流
布
し
て
い
た
こ
と
か
ら
（
（1
（

、『
御
歳

徳
神
祭
文
』
は
『
牛
頭
天
王
嶋
渡
り
祭
文
』
を
も
と
に
本
文
を
創
作
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　

ま
た
祭
文
末
尾
部
の
Ⅶ
や
Ⅷ
は
、榊
原
家
の
他
の
疫
神
祭
祀
の
詞
章
と
共
通
す
る
。

特
に
、
Ⅶ
・
⑵
で
大
王
天
王
の
眷
属
で
あ
る
ミ
サ
キ
を
越
後
・
越
中
・
佐
渡
ヶ
島
に

鎮
め
る
と
い
う
内
容
は
、
榊
原
家
に
伝
え
ら
れ
る
題
目
未
詳
の
「
牛
頭
天
王
祭
文
（
（1
（

」

に
見
ら
れ
る
。
ま
た
Ⅷ
の
賛
嘆
文
に
つ
い
て
は
、
こ
の
「
牛
頭
天
王
祭
文
」
と
、
先

に
上
げ
た
『
御
歳
徳
神
祭
文
』
の
用
途
を
記
す
「
釜
祓
之
伝
・
わ
た
り
立
祭
文
・
咒

文
」
の
中
の
「
わ
た
り
立
祭
文
」
に
、
ほ
ぼ
同
文
の
賛
嘆
文
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し

た
榊
原
家
内
で
用
い
ら
れ
た
疫
神
祭
文
の
相
互
の
結
び
つ
き
、
特
に
賛
嘆
文
の
よ
う

な
太
夫
が
主
祭
神
に
直
接
働
き
か
け
る
詞
章
の
一
致
か
ら
は
、
榊
原
家
の
疫
神
祭
祀

に
お
け
る
こ
れ
ら
の
祭
文
の
相
互
性
が
推
察
さ
れ
る
（
11
（

。

ｂ 

正
月
祭
祀

　

こ
の
祭
文
の
中
心
と
な
る
も
う
一
つ
の
信
仰
は
、『
御
歳
徳
神
祭
文
』
と
い
う
標

題
に
示
さ
れ
た
、
歳
徳
神
を
祀
る
正
月
祭
祀
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
通
り
、
祭
文
全

体
の
内
容
は
蘇
民
将
来
譚
に
よ
っ
て
い
る
が
、
Ⅱ
・
⑴
で
は
、
大
王
天
王
が
小
丹
長

者
や
蘇
民
の
お
き
な
に
宿
を
求
め
た
日
を
大
歳
の
夜
と
し
、
Ⅲ
・
⑵
で
は
、
門
松
や

大
黒
柱
な
ど
に
付
け
て
神
仏
へ
の
供
物
を
入
れ
る
「
や
す
（
1（
（

」
の
由
来
譚
が
説
か
れ
る

な
ど
、祭
文
の
各
所
に
正
月
祭
祀
に
ま
つ
わ
る
信
仰
や
習
俗
が
読
み
込
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
祭
文
の
主
祭
神
で
あ
る
大
王
天
王
は
、
Ａ
本
Ⅱ
・
⑴
で
は
、「
盤
古
王
・

歳
徳
神
・
牛
頭
天
王
」
と
い
う
三
つ
の
名
を
名
乗
っ
て
い
る
（
Ｂ
本
で
は
「
年
神
」

と
す
る
）。
盤
古
王
や
歳
徳
神
は
、
中
世
の
牛
頭
天
王
信
仰
に
お
い
て
牛
頭
天
王
と

近
し
い
尊
格
で
あ
り
（
11
（

、
ま
た
正
月
祭
祀
と
疫
神
祭
祀
に
つ
い
て
は
、
大
歳
の
夜
に
客

人
神
が
福
を
も
た
ら
す
昔
話
「
大
歳
の
客
（
11
（

」
や
、
疫
神
を
歓
待
す
る
「
疫
神
の
宿
」

の
習
俗
（
11
（

な
ど
、
民
俗
信
仰
上
の
連
関
が
見
出
さ
れ
る
。

ｃ 

間
取
り
・
暦
・
禁
忌
な
ど

　

こ
の
祭
文
に
は
、
ａ
や
ｂ
な
ど
の
祭
文
の
中
心
と
な
る
信
仰
以
外
に
も
、
様
々

な
信
仰
や
民
俗
知
識
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
Ⅲ
・
⑴
で
は
、
蘇
民
の
お
き
な
の

顔
色
が
悪
い
こ
と
に
気
づ
い
た
大
王
天
王
が
、
そ
の
原
因
を
、
大
歳
の
夜
に
「
我
が

見（
眷
属
（足

」
が
屋
敷
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
か
と
問
う
。
し
か
し
蘇
民
の
お
き
な

は
、
北
に
窓
を
切
り
南
に
戸
口
が
あ
る
た
め
に
風
が
吹
き
付
け
る
こ
と
を
理
由
に
挙

げ
る
。
こ
れ
は
家
の
間
取
り
に
つ
い
て
の
知
識
で
あ
る
（
11
（

。

　

ま
た
Ⅳ
・
⑴
で
は
、
蘇
民
の
お
き
な
が
大
王
天
王
の
一
行
を
正
月
七
日
の
間
引
き

留
め
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
、「
親
げ
ん
ざ
う
子
げ
ん
ざ
う
」、「
当
初（
所
（氏
子
大
明

神
御
祈
祷
」、「
月
の
三
日
は
い（
忌
ま
ふ
（

も
う
事
」「
し
ゃ
く
」「
五
か（
箇
（ん
日
節
句
初
め
」「
西

が
ふ
さ
が
り
く
（
九
魔
・
熊
（ま王
神
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
最
後
に
挙
げ
ら
れ
た
「
九

魔
王
神
・
熊
王
神
（
ク
マ
オ
ウ
ジ
ン
・
ク
マ
ウ
ジ
）」
は
、
門
出
や
旅
行
な
ど
を
す

る
際
に
避
け
る
方
角
に
い
る
神
で
あ
り
、
神
の
い
る
方
角
へ
の
出
立
を
忌
む
（
12
（

。
一
行

の
出
立
を
思
い
留
ま
ら
せ
る
理
由
と
し
て
相
応
な
も
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
暦
の
内
容
は
、
陰
陽
道
に
由
来
す
る
民
俗
知
識
で
あ
る
が
、
在
地
の
宗

教
者
で
あ
る
太
夫
の
元
に
は
、
そ
う
し
た
知
識
も
ま
た
集
積
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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ｄ 

文
芸
的
表
現
と
『
大
土
公
神
祭
文
』

　

こ
の
祭
文
の
展
開
に
は
、
Ⅰ
・
⑵
と
Ⅳ
・
⑵
と
い
う
二
つ
の
場
面
転
換
部
が
あ
る
。

二
つ
の
場
面
で
は
、
大
王
天
王
一
行
の
旅
中
の
道
程
を
、
古
典
文
学
や
芸
能
に
お
い

て
典
型
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
で
あ
る
〈
道
行
〉
の
様
式
で
描
写
さ
れ
て
い
る
。
道
行
で

は
一
般
に
旅
路
に
関
連
す
る
地
名
や
風
景
な
ど
が
読
み
込
ま
れ
る
が
、
こ
の
場
面
に

も
多
様
な
信
仰
要
素
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

一
行
の
旅
の
は
じ
ま
り
に
あ
た
る
Ⅰ
・
⑵
で
は
、
Ａ
本
は
「
山
ノ
ス
ジ
ャ
ウ
ト
ヨ

ノ
住
家
ヲ
渡
ラ
セ
給
エ
バ
…
…
」
の
後
に
、
四
月
に
は
「
あ
せ
も
の
花
」、
六
月
土

用
中
ば
に
は
「
夏
モ
モ
サ
ウ
木
」
を
見
て
、「
山
ノ
ス
ジ
ヤ
ウ
取
テ
フ
ク
シ
テ
ヨ
カ

ラ
ジ
モ
ノ
カ
ト
有
テ
キ
コ
サ
セ
メ
サ
レ
候
」
と
尋
ね
る
。
そ
し
て
「
あ
せ
も
の
花
」

は
悪
し
き
、「
夏
モ
モ
サ
ウ
木
」
は
良
き
も
の
と
し
て
、「
今
カ
イ
ト
ウ
ノ
御
世
ノ
浮

世
ニ
多
ク
あ
れ
と
モ
彼
ノ
御
ユ
ハ
レ
ニ
テ
候
」
と
結
ば
れ
る
。
夏
モ
モ
の
木
の
前
で

は
「
大
王
天
王
ノ
御
見
足
ハ
、
キ
タ
ル
笠
ヲ
ヌ
イ
デ
渡
ラ
セ
給
候
」
と
あ
り
、
旅
装

束
の
笠
と
疱
瘡
の
瘡
を
重
ね
た
連
想
が
見
ら
れ
る
。
Ｂ
本
で
も
同
様
の
問
答
が
四
回

繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
春
三
月
土
用
中
ば
」、「
四
月
中
ば
」、「
六
月

中
ば
」、「
秋
八
月
」
と
い
う
よ
う
に
、
旅
路
の
進
行
が
月
の
経
過
と
共
に
あ
ら
わ
さ

れ
て
い
る
。

　

一
方
、
Ⅳ
・
⑵
の
〈
サ
カ
サ
シ
ウ
ジ
カ
ヤ
カ
タ
〉
へ
向
か
う
道
行
で
は
、
そ
の
行

程
が
五
方
で
示
さ
れ
る
。「
東
方
東
の
御
門
遣
リ
拾
給
ヘ
候
ヘ
ハ
…
…
」（
Ａ
本
）
以

下
、四
方
（
東
南
西
北
）
へ
の
行
程
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
四
季
（
春
夏
秋
冬
）

の
景
物
が
挙
げ
ら
れ
、
最
後
の
「
中
王
国
の
御
門
遣
リ
ハ
…
…
」
で
は
、「
大
と
う

つ
る
き
」「
け
い
と
う
つ
る
き
」「
半
尺
の
か
づ
ら
」「
五
尺
遣
帯
」「
か
ら
の
鏡
」「
け

し
や
う
け
わ
い
の
道
具
」
に
て
飾
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
一
文
の
前
提
と
な

る
の
は
、
盤
古
大
王
の
五
人
の
王
子
（
龍
王
）
に
よ
る
四
季
と
土
用
の
所
領
分
け
の

説
話
（
五
龍
王
説
話
）
に
よ
る
『
大
土
公
神
祭
文
』
で
あ
る
。
奥
三
河
の
『
大
土
公

神
祭
文
』
は
、
中
央
を
司
る
五
郎
が
姫
宮
と
さ
れ
、
ま
た
祭
文
の
末
尾
に
様
々
な
宝

の
名
を
羅
列
す
る
「
宝
数
え
」
の
詞
章
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
宝
数
え
」
の
詞

章
の
「
女
の
宝
」
に
つ
い
て
語
る
場
面
に
、
Ⅳ
・
⑵
の
内
容
と
の
相
関
関
係
が
推
察

さ
れ
る
。
た
と
え
ば
東
栄
町
中
設
楽
岡
田
家
伝
来
の
『
大
土
公
宝
祭
文
』
で
は
、「
八

尺
の
か
け
お
び
」「
五
尺
の
か
づ
ら
」「
や
つ
は
な
が
た
の
か
ら
の
か
け
お
び
」「
く
し
」

「
は
り
」「
け
ぬ
き
」「
た
と
う
が
み
」「
み
ど
り
の
も
と
ひ
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（11
（

 

。

　

ま
た
こ
の
他
の
文
芸
的
特
徴
と
し
て
、
龍
宮
で
あ
る
サ
カ
サ
シ
ウ
ジ
ガ
ヤ
カ
タ
の

様
子
を
、
暑
さ
寒
さ
を
感
じ
ず
、
身
体
的
に
年
を
取
ら
な
い
と
す
る
こ
と
、
ま
た
大

王
天
王
が
「
四
方
浄
土
」
を
見
る
な
ど
し
て
過
ご
す
こ
と
な
ど
に
、
お
伽
草
子
を
は

じ
め
と
す
る
文
芸
作
品
に
お
け
る
典
型
的
な
龍
宮
浄
土
の
イ
メ
ー
ジ
の
引
用
が
見
ら

れ
る（11
（

 

。

　

こ
う
し
た
祭
文
の
表
現
に
は
、
文
芸
に
対
す
る
教
養
的
な
知
識
を
ふ
ま
え
つ
つ
、

疫
神
祓
の
詞
章
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
る
作
為
を
見
い
だ
す
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た

『
大
土
公
神
祭
文
』
の
「
宝
数
え
」
の
詞
章
と
の
連
関
は
、「
宝
数
え
」
の
詞
章
の
在

地
に
お
け
る
文
芸
的
広
が
り
と
し
て
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

四
、
ま
と
め

　

豊
根
村
山
内
地
区
の
鍵
取
り
、
榊
原
家
に
伝
え
ら
れ
た
『
御
歳
徳
神
祭
文
』
は
、

奥
三
河
に
お
け
る
様
々
な
信
仰
や
習
俗
な
ど
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
、
地
域
独
自
の
祭

文
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
全
体
の
構
造
を
蘇
民
将
来
譚
に
よ
り
つ
つ
も
、『
牛

頭
天
王
嶋
渡
り
祭
文
』『
大
土
公
神
祭
文
』な
ど
の
地
域
内
に
流
布
す
る
祭
文
の
内
容
、

正
月
祭
祀
の
信
仰
や
習
俗
、
家
相
や
暦
の
知
識
な
ど
が
複
層
的
に
織
り
込
ま
れ
て
お

り
、
道
行
な
ど
の
文
芸
様
式
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の『
御
歳
徳
神
祭
文
』は
、現
在
の
と
こ
ろ
榊
原
家
以
外
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
、

ま
た
本
稿
で
取
り
上
げ
た
内
容
上
の
特
徴
か
ら
、
奥
三
河
圏
内
に
お
い
て
成
立
し
、

一
部
の
太
夫
の
間
で
限
定
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
祭
文
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

行
疫
神
祭
祀
・
正
月
祭
祀
と
い
っ
た
中
心
と
な
る
信
仰
、『
牛
頭
天
王
嶋
渡
り
祭
文
』

『
大
土
公
神
祭
文
』
な
ど
の
地
域
に
伝
え
ら
れ
る
他
の
祭
文
、
間
取
り
・
暦
・
禁
忌

を
は
じ
め
と
す
る
民
俗
知
識
な
ど
の
多
様
な
信
仰
要
素
に
つ
い
て
広
く
把
握
し
、
本
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文
に
文
芸
性
を
持
た
せ
る
こ
と
も
出
来
る
、
地
域
の
中
で
高
い
教
養
を
持
つ
者
の
手

に
よ
る
と
言
え
よ
う
。多
く
の
儀
礼
や
民
俗
知
識
に
関
わ
る
文
献
を
所
持
し
て
い
た
、

太
夫
家
の
人
物
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
資
料
の
分
析
か
ら
、
更
な
る
課
題
が
う
か
び
あ
が
る
。
そ
れ
は
こ
の
祭
文
が
用

い
ら
れ
た
儀
礼
の
場
の
状
況
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
通
り
、
こ
の
祭
文
は
病
人
祈
祷

の
儀
礼
の
中
で
読
誦
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
第
三
節
⑵
に
述
べ
た
民
俗
知
識

や
文
芸
的
特
徴
な
ど
か
ら
は
、
祭
文
の
〈
聴
き
手
〉
へ
の
意
識
が
読
み
取
れ
る
。
榊

原
家
の
病
人
祈
祷
が
ど
の
よ
う
な
場
で
行
わ
れ
た
の
か
、
ま
た
こ
の
祭
文
を
含
む
疫

神
祭
祀
の
儀
礼
詞
章
の
用
途
に
つ
い
て
は
、
資
料
を
精
査
す
る
こ
と
で
よ
り
詳
し
い

検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
検
討
は
、
花
祭
り
な
ど
で
知
ら
れ
る
近

世
期
奥
三
河
の
宗
教
文
化
に
つ
い
て
の
新
た
な
側
面
を
見
出
す
こ
と
に
繋
が
る
だ
ろ

う
。

五
、
翻
刻

凡
例

・
本
文
は
原
文
の
ま
ま
示
し
、
漢
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

・
送
り
仮
名
は
本
文
の
大
き
さ
に
て
示
し
た
。

・
助
詞
は
極
力
原
文
の
ま
ま
示
し
、
以
下
は
改
め
た
。

　

者
→
は　

乃
→
の　

仁
→
ニ　

而
→
テ

・「
より
」
は
原
文
の
ま
ま
示
し
た
。「

」
は
「
菩
薩
」
と
し
た
。

・
破
損
等
に
よ
る
欠
字
は
、
□
ま
た
は
［　
　

］
に
て
示
し
た
。

・
判
読
不
明
の
文
字
は
、
○
に
て
示
し
た
。

・
私
に
読
点
を
付
し
た
。

・
脇
書
に
て
、
文
意
に
即
し
た
漢
字
を
補
っ
た
。
当
て
字
は
（ 

）、
誤
字
は
〔 
〕

　

に
て
示
し
た
。
同
じ
表
記
が
複
数
回
あ
る
場
合
は
、
初
出
時
に
示
し
た
。

・
丁
数
は
下
段
に
付
し
た
。
表
は
「
オ
」、
裏
は
「
ウ
」
に
て
示
し
た
。

・
表
記
上
の
注
記
は
、
下
段
に
※
を
付
し
て
示
し
た
。

・【
表
１
】
に
お
け
る
展
開
番
号
を
、
本
文
中
に

□
に
て
示
し
た
。

○
古
文
書
番
号 

一
二
〇　
「
御
歳
神
祭
文
」（
Ａ
本
）

御
歳
徳
神
祭
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

」
１
３
丁
オ

　
　
Ⅰ
・
⑴

一　

住
梵
天
キ
タ
ノ
半
地
古
京
カ
岩
屋
ミ
当
か
里
ニ
、

大
王
天
王
は
、
三
年
三
月
九
十
日
、
コ
ケ
ガ
フ
ス
マ
ト

御
立
御
ラ
ン
ナ
サ
セ
給
候
、
大
王
天
王
小
金
之
門
ノ

上
ニ
白
キ
山
ハ
ト
ナ
ン
ワ
※
ガ
ト
マ
リ
ヲ
ナ
シ
テ
、
大
王
天 

※
「
ワ
」
に
濁
点

王
ニ
指
向
テ
、
サ
カ
サ
シ
ウ
ジ
カ
ヤ
カ
タ
ヒ
ト
リ
ヒ
メ
カ

候
、
サ
モ
シ
ル
ヘ
キ
ヲ
ム
コ
ニ
マ
イ
レ
ト
仰
、
サ
ヨ
ス
リ
メ

サ
レ
候
ケ
レ
バ
、
大
王
天
王
は
、
ウ
レ
シ
キ
事
カ
千
代

ナ
ラ
ズ
カ
仰
候
、
十
二
ノ
御
状
玉
ズ
サ
遊
せ
給
へ
候
、　　

       　

   

」
１
３
丁
ウ

山
ハ
ト
ナ
ン
ワ
※
ヲ
、
サ
カ
サ
シ
ウ
ジ
カ
屋
方
ヘ
ま
せ
給
へ
候
、　  

※
「
ワ
」
に
濁
点

　
　

 

比
は
イ
ス
ソ
ノ
比
成
、
春
三
月
土
用
中
バ
比
ナ
リ
、
大

王
天
王
、
タ
ヒ
ト
ハ
ば
キ
ノ
ヨ
ウ
イ
め
サ
レ
候
、
大
王
天

王
は
、
九
百
九
拾
九
里
ノ
通
ニ
向
テ
出
サ
セ
給
、
四
月

中
ば
に
、
山
ノ
ス（

衆

生

（

ジ
ヤ
ウ
ト
ヨ
ノ
住
家
ヲ
渡
ラ
セ
給
エ
ハ
、
あ

せ
モ
ノ
花
ヲ
サ
カ
リ
ト
御
ラ
ン
被
成
候
、
是
ヲ
山
ス
ジ
ヤ
ウ

ト
ツ
テ
フ
ク
シ
テ
ヨ
カ
ラ
ジ
モ
ノ
カ
ト
有
テ
キ
コ
サ
セ

メ
サ
レ
候
、
あ
せ
モ
ノ
花
ニ
大
キ
ニ
ヨ
ハ
セ
給
候
ヘ
バ
、
是
は　

  　

   

」
１
４
丁
オ

山
ス
ジ
ヤ
ウ
ガ
ト
ツ
テ
フ
ク
シ
テ
ア
シ
キ
モ
ノ
ダ
ト
、
奥

山
ト
ヤ
マ
ス
せ
キ
七
本
カ
フ
モ
ト
エ
ナ
ケ
サ
セ
給
、
今

カ
イ
ト
ウ
ノ
御
世
の
浮
世
ニ
多
ク
あ
れ
と
モ
彼
ノ

御
ユ
ハ
レ
ニ
テ
候
、
六
月
土
用
中
ば
、
山
ノ
ス
シ
ヤ
ウ
ノ
ト

世
ノ
住
家
ヲ
渡
ら
せ
給
候
ヘ
バ
、
夏
モ
ヽ
サ
ウ
木

サ
ウ
生
ナ
ン
テ
あ
れ
バ
、
山
ス
ジ
ヤ
ウ
取
テ
喰
シ
テ
能

者（
物
（カ
あ
シ
キ
モ
ノ
カ
ト
有
テ
キ
コ
サ
セ
給
ハ
、
是
ハ

Ⅰ
・
⑵
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山
ノ
ス
ジ
ヤ
ウ
取
て
ブ
ク
シ
テ
能
キ
モ
ノ
ダ
夏
ノ　
　
　
　
　

 　

      

」
１
４
丁
ウ

ク
ワ
ケ
イ
シ
タ
ト
テ
、
ヲ
ン
ノ
木
ノ
下
若
木
ノ
シ
タ
ハ
カ

サ
ヲ
ヌ
イ
テ
通
レ
ト
仰
候
ケ
レ
バ
、
大
王
天
王
ノ
御
見（
眷

足属
（

ハ
、
キ
タ
ル
笠
ヲ
ヌ
イ
デ
渡
ラ
セ
給
候
、
夏
モ
ヽ
ヲ

七
ツ
ノ
嶋
ノ
ホ
ト
レ
エ
ト
ツ
テ
ナ
ケ
サ
セ
給
ヘ
候
、
今
カ
イ

ト
ウ
ノ
御
世
ノ
浮
世
に
多
ク
ア
レ
ト
モ
、
カ
ノ
御
ユ
ハ
レ
ニ

テ
候
、
Ⅱ
・
⑴ 
大
王
天
王
ハ
九
百
九
拾
九
里
ノ
通
ニ
向
テ
、
ヒ
ヤ

タ
ノ
御
所
、
カ
ラ
木
タ
ノ
御
所
、
玉
ノ
マ
ル
屋
ニ
五（
御
殿
（天

作
カ
見
へ

ル
カ
、
ア
レ
ハ
神
ニ
御
縁
ア
ル
氏
子
佛
ニ
縁
ノ
氏
子
カ
ト
仰

候
ヘ
ハ
、
あ
れ
ハ
神
ニ
御
縁
ノ
無
イ
佛
ニ
御
縁
ナ
キ
小
丹
長
者
ガ 

 

」
１
５
丁
オ

家
方
遣
リ
ト
仰
候
ナ
レ
ト
モ
、
テ
チ
カ
ニ
見
ヘ
ル
う
れ

シ
キ
事
カ
ト
仰
候
、
折
し
モ
小
ノ
シ
ハ
ス
弐
拾
九
日

の
夜
、
小
丹
長
者
ガ
家
方
へ
つ
か
せ
め
さ
れ
候
、
安
（
案
（内

申
モ
ノ
申
、
三
度
ヨ
バ
わ
リ
ヲ
ト
ヅ
レ
被
召
候
、
小
丹
長

者
ハ
カ
ド
エ
サ
ン
ヂ
や
う
出
サ
セ
被
召
、
ナ
ン
ジ
ハ
男
子
ノ

体
か
女
子
ノ
体
ガ
ヘ
ン
ケ
マ
ナ
ワ
リ
モ
ノ
カ
ト
ト
ハ
せ

被
召
候
ヘ
ハ
、
大
王
天
王
ハ
、
我
は
ヘ
ン
ゲ
マ
ナ
ワ
リ
物
テ
ナ
シ
、

天
チ（
竺
（ク
デ
バ（
盤
古
（

ン
五
王
、
国
ニ
下
レ
バ
年
徳
神
ト
ハ
我
カ
事

ニ
テ
候
、
サ
カ
サ
シ
ウ
ヂ
カ
家
方
ノ
一
人
娘
コ
イ
取　

                   
」
１
５
丁
ウ

申
御
聟
ニ
参
、
牛
頭
天
王
た
と
仰
候
、
暮
ニ
ヲ
ヨ
ビ
難
儀
至

極
ト
仰
候
、
今
夜
之
年
夜
之
届
ヲ
カ
サ
セ
被
召
候
、
小

丹
長
者
か
奥
間
ヲ
借
リ
サ
セ
給
ヘ
ハ
、
小
丹
長
者
ハ
、
今

夜
ノ
歳
な
れ
ば
四
拾
弐
人
有
京
達
か
立
廻
リ
テ
セ
バ
ク

候
、
を
ゑ
イ
ノ
ほ
と
れ
ヲ
借
リ
サ
せ
給
へ
候
ヘ
バ
、
今
夜
歳

の
夜
ナ
れ
バ
有
京
達
の
四
拾
弐
人
女
房
達
か
立
廻
リ
て

せ
ば
く
候
、
下
て
い
の
ほ
と
れ
借
せ
給
へ
と
仰
候
ヘ
バ
、
四
拾

弐
人
の
若
き
み
達
の
立
廻
り
て
せ
ば
く
候
、
中
間
の

ほ
と
れ
を
借
リ
サ
セ
給
へ
候
、
今
夜
の
歳
の
夜
な
れ
ハ
四　

            

」
１
６
丁
オ

拾
弐
人
の
子
若
達
の
大
ど
う
小
ど
う
の
申
覚
テ

せ
ば
く
候
、
下
て
い
の
ほ
と
り
を
借
リ
さ
せ
給
ヘ
候
へ
ハ
、

四
拾
弐
人
の
水
シ
達
か
立
廻
リ
テ
せ
ば
く
候
、
御
にニ
わ

の
ほ
と
り
を
借
リ
さ
せ
給
ヘ
候
ヘ
ハ
、
小
丹
か
水
シ
か
立
廻
リ
せ

こ
し
き
立
テ
せ
ば
く
候
間
、
屋
の
ほ
と
れ
を

借
リ
さ
せ
給
へ
候
ヘ
ハ
、
四
拾
弐
疋
之
め
い
馬
ニ
、
四
拾
弐
疋

の
小
金
の
馬
に
、
四
拾
弐
人
の
馬
屋
番
衆
テ
せ
ば
く

候
、
門
の
若
松
下
ヲ
借
リ
サ
せ
給
ヘ
ハ
、
小
丹
長
者
ハ
春
ハ            

」
１
６
丁
ウ

祝
の
松
、
夏
ハ
子
か
い
の
松
、
秋
ハ
蔵
松
、
歳
ニ
三
度

之
祝
松
テ
せ
ば
く
候
、
小
丹
長
者
か
太
郎
む
す

子
、
羽
先
八
寸
の
金
の
あ
し
だ
を
は
き
、
黒
金
の

七
尺
弐
寸
之
又
つ
ゑ
つ
ゑ
に
つ
ひ
て
ハ
、
五
尺
三
寸
ノ
大
刀

け
い
め
ひ
高
ニ
指
シ
、
大
王
天
王
今
夜
之
年
之
夜
ニ
親
人

富
ヲ
借
ス
マ
イ
仰
け
る
に
、
シ
キ
リ
ニ
宿
借
リ
被
召
候

ハ
イ
カ
ヽ
ト
仰
候
、
天
王
其
時
言
、
た
ゝ
か
い
被
召
候
ヘ
バ
、

太
郎
む
す
子
ハ
、
今
夜
ノ
年
夜
ニ
、
ふ
た
ず
か
、
は
ら
す

か
、
ぶ
く
せ
ず
か
、
サ
カ
ナ
ニ
取
ら
ん
か
ト
あ
り
け
れ
バ
、
大
王       

」
１
７
丁
オ

天
王
ハ
門
カ
ラ
城
ヘ
ヨ
シ
〳
〵
ト
出
サ
セ
給
ヘ
候
、
Ⅱ
・
⑵　

西
方
西

え
向
て
た
び
を
被
成
候
け
レ
ハ
、
拾
七
八
の
若
や
う
と
女
カ
、

小
金
ノ
つ
ま
か
小
金
の
ひ
し
や
く
で
水
ヲ
汲
せ
給
へ
候
へ

ば
、
大
王
天
王
ハ
、
姫
若
其
水
ヲ
た
び
の
き
や
く
僧
ニ
給
リ

被
召
ト
仰
候
、
姫
若
は
、
安
キ
事
候
か
、
小
丹
長
者
か
姫

ニ
テ
候
か
、
小
丹
長
者
心
コ
マ
キ
か
き
事
か
ケ
シ
つ
ふ
程
成

ほ
そ
き
心
成
レ
ハ
、
高
キ
大
神
も
、
ひ
キ
ヽ
小
神
も
、
人
間
山

の
す
じ
や
う
も
、
所
当
所
氏
大
神
も
、
あ
ら
た
の
年
若

水
の
つ
と
う
汲
ハ
寅
卯
別
ニ
向
取
か
、
今
夜
向
ヘ
ル　

                   

」
１
７
丁
ウ
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小
丹
長
者
か
事
ニ
テ
あ
れ
ば
、
此
水
ま
わ
せ
て
有
な
ら
ハ
、

小
丹
か
家
方
て
歳
ヲ
越
事
不
成
ね
、
し
や
う
の
言
ニ

四
拾
弐
の
た
は
か
り
と
は
申
か
、
我
ハ
た
は
か
り
お
し
と

仰
け
レ
ハ
、
大
王
天
王
ハ
く
る
し
く
お
し
給
り
被
召
と
て
、

天
王
御
見
足
一
ひ
し
や
く
八
半
テ
口
ヲ
す
ゝ
き
、
七
ひ

し
や
く
八
半
の
つ
と
う
呑
ヲ
被
召
候
、
大
王
天
王
ハ
、
姫
若
此
御

所
之
内
ニ
宿
ヲ
借
ス
者
ハ
無
シ
カ
ト
仰
け
レ
ハ
、
是
より
五
町

半
西
へ
向
て
出
サ
セ
給
ヘ
ハ
、
柴
の
折
家
ニ
折
ま
ぜ
の
い

ゑ
か
候
、
歳
夜
に
て
も
宿
参
ら
せ
る
人
ニ
テ
候
、
天
王　
　
　
　

        

」
１
８
丁
オ

祢
生（
宜
（言
ニ
、
柴
折
家
折
ま
せ
の
家
ト
ハ
キ
ヽ
訳
無
イ
と

仰
候
、
姫
若
ハ
、
柴
ノ
折
家
と
申
ハ
去
年
か
や
今
年
ノ
か
や

ふ
き
ま
せ
た
か
し
ば
の
折
家
ニ
テ
候
、
は
つ
か
し
き
乍

事
、
我
ハ
住
ヲ
キ
ナ
カ
む
す
め
に
て
候
、
大
王
天
王
ハ
ナ
ン
ジ

蘇
民
将
来
子
孫
か
仰
候
、
左
の
た
も
と
より
黒〔
墨
〕す

り
出
シ
、

カ
ミ
ノ
生
き
わ
に
、
モ
ン
セ
か
流
蘇
民
か
子
孫
ボ（
梵
（字

ヲ

ひ
ね
ら
せ
給
候
、
Ⅱ
・
⑶ 

大
王
天
王
ハ
西
方
西
江
向
て
五
町
半

度（
旅
（ヲ
被
召
候
得
ハ
、
誠
柴
の
折
家
折
ま
せ
の
家
か

候
ケ
レ
ハ
、
安
内
申
モ
ノ
申
、
三
度
ヲ
ト
つ
レ
被
成
候　
　
　
　
　

   

」
１
８
丁
ウ

得
ハ
、
ふ
ひ
ん
な
蘇
民
の
ヲ
キ
ナ
テ
ア
レ
ハ
、
歳
ノ
夜

成
共
も
の
を
付
、
き
ね
を
か
つ
い
で
門
へ
出
サ
セ

給
候
、
蘇
民
将
来
拾
せ
給
へ
候
へ
ハ
、
左
の
足
千
手
ク
ワ
ン

ヲ
ン
、
右
之
足
ハ
モ
ン
ジ
ユ
菩
薩
、
左
の
遍
ニ
先
キ
ほ
け

経
八
流
、
右
遍
に
先
ア
イ
キ
ヤ
ウ
八
流
か
む
り
を

拾
め
ハ
、
六
月
廻
り
三
年
ふ
さ
か
り
大［

大

将

軍

］

じ
や
う
車
ト
拾

給
へ
候
、
蘇
民
の
お
キ
ナ
ハ
、
コ
ン
ナ
草
家
に
宿
参
せ

る
人
て
ハ
な
い
か
と
仰
候
、
ス
ク
サ
キ
身
ト
シ
テ
女
子
ノ

身
テ
拾
サ
ニ
天
の
ヲ
そ
れ
と
仰
候
ヘ
ハ
、
大
王
天
王
は　

               

」
１
９
丁
オ

苦
無
シ
宿
ヲ
給
り
め
さ
れ
と
仰
候
、
蘇
民
の
ヲ
キ
ナ
ハ

立
ウ
ス
ノ
上
ニ
戸
板
ヲ
置
シ
、
戸
板
の
上
ニ
わ
ら
の

出
乱
レ
、
茅
の
出
乱
、
白
キ
は
こ
し
を
越
ニ
出
シ
テ
、
大

王
天
王
是
に
御
ら
ん
あ
れ
と
仰
候
、
Ⅲ
・
⑴ 

蘇
民
の
を
き

な
ハ
、
大
王
天
王
の
御
と
ま
り
あ
る
か
、
喰
ス
物
か
な
い
か

と
仰
候
、
太
郎
む
す
子
ハ
、
親
十
代
の
白
見
の
鏡
ヲ

三
枚
、
小
丹
長
者
ニ
質
物
ニ
置
ク
仰
候
、
蘇
民
ノ
ヲ
キ

ナ
カ
太
郎
む
す
子
ハ
、
親
十
代
の
白
見
の
鏡
ヲ
三
枚　
　
　
　
　
　
　

    

」
１
９
ウ

持
、
小
丹
長
者
か
家
方
ヘ
遣
参
リ
、
小
丹
長
者
親

拾
代
の
白
見
鏡
三
枚
質
物
指
上
申
、
ヘ
イ
ヂ
三

合
米
拾
俵
か
さ
せ
給
ト
仰
候
ヘ
ハ
、
小
丹
長
者
太
郎

む
す
子
ハ
、
先
ニ
通
リ
た
あ
ん
に
や
の
僧
ヲ
留
テ
有

ら
か
、
我
ハ
喰
ス
物
か
な
け
れ
ハ
留
ぬ
か
、
あ
れ
は
そ
と

め
つ
ら
と
仰
候
、
蘇
民
の
を
き
な
わ
、
か
を
に
も
ミ

ジ
ヲ
引
ち
ら
し
、
な
で
や
ふ
く
ま
せ
た
て
へ
三

ち
や
う
遍
ら
せ
給
ヘ
候
、
蘇
民
の
を
き
な
わ
か
を　
　
　
　
　

 　

     

」
２
０
丁
オ

の
け
し
き
か
悪
シ
ク
候
ヘ
ば
、
大
王
天
王
ハ
、
今
夜
の
年

の
夜
ニ
我
か
見
足
留
リ
テ
あ
ル
テ
か
を
の
け
し
き

悪
ク
あ
る
か
と
仰
候
け
れ
ハ
、
何
か
大
王
天
王
御
留
あ
ル

に
か
を
の
け
し
き
か
わ
る
く
候
わ
ず
、
き
た
に
ま
と

切
南
ニ
戸
口
明
ぬ
物
だ
と
申
か
ふ
び
ん
な
す
ミ
の
を

き
な
て
あ
れ
バ
、
北
ニ
ま
と
切
南
ニ
戸
口
風
か
吹
キ
付

カ
ヲ
ノ
ケ
シ
き
わ
る
い
と
仰
候
、
大
王
天
王
蘇
民
の
ヲ

キ
ナ
コ
タ
イ
ル
ワ
、
大
王
カ
こ
た
い
ぬ
ハ
、
小
ヲ
ウ
チ
カ　

            

」
２
１
丁
ウ

ラ
ひ
き
く
め
や
ゝ
も
く
、
た
と
へ
ゆ
わ
れ
か
仰
候
、

す
ミ
の
を
き
な
わ
か
く
す
事
つ
み
に
成
と
申
な
り
、

か
く
し
参
せ
ず
、
次
郎
嫁〔
姫
〕ヲ
姫〔
嫁
〕ニ
や
り
、
太
郎
む
す
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子
ヲ
質
ニ
置
、
親
拾
代
之
白
見
の
鏡
を
三
枚
平（
瓶
子
（次

三

合
米
拾
俵
質
物
ニ
置
ス
ト
申
せ
ば
、
小
丹
長
者
太
郎

む
す
子
ハ
我
か
次
郎
聟
ニ
テ
候
か
、
先
ニ
通
シ
あ
ん
に
や

の
僧
ヲ
留
テ
あ
ル
ラ
、
我
は
く
わ
ず
物
か
な
け
れ
ば

留
ぬ
か
あ
れ
は
ぞ
留
つ
ら
と
仰
候
、
夫
有
か
を
の　
　
　
　

            

」
２
２
丁
オ

け
し
き
か
ア
シ
ヽ
ト
仰
候
、
大
王
天
王
ク
ル
シ
ク
ナ
イ
也
、

千
物
此
高
より
参
ら
せ
る
と
仰
候
、
左
の
た
も
と
より
小

金
三
千
む
り
や
う
に
実
か
た
な
い
ゑ
ん
ぶ
談
金
を

出
さ
せ
給
へ
候
、
是
ら
程
の
三
国
一
之
御
宝
ハ
、
小
丹
長

者
成
共
手
に
も
有
ま
い
、
目
ニ
も
見
ま
い
と
仰
候
、
蘇

民
の
を
き
な
わ
、
昔
天
ち
く
梵
天
国
ア
ツ
タ
チ
や
う
ト

申
中
比
、
サ
カ
サ
シ
ウ
ジ
カ
家
方
に
あ
つ
た
ち
や
う
と
も
申
、

是
ラ
程
シ
の
御
宝
ヲ
今
夜
ノ
年
夜
ニ
手
ニ
取　
　
　
　
　
　

     　
　

       

」
２
２
丁
ウ

来
之
能
か
ら
ぢ
事
か
あ
し
か
ら
ぢ
事
か
、
我
い
さ
ゝ

か
し
ら
ぬ
仰
候
、
く
る
し
く
な
い
、
あ
い
七
年
之
名
所

の
か
わ
り
に
天
ぢ
く
ほ
ん
天
国
ヘ
我
持
テ
上
ル
と
仰
候
、

蘇
民
の
お
き
な
ハ
ゑ
ん
ふ
談
金こ
ん
ヲ
小
丹
家
方
ヘ
持
テ

参
、
質
物
指
上
被
召
候
ヘ
ハ
、
小
丹
長
者
も
か
た
は
な

明
テ
見
れ
ハ
、
土（
唐
土
（

を
土
天
ぢ
く
り（

龍

宮

（

う
ぐ
ん
浄
土
、
我
叩

国
ヲ
一
目
ニ
拾
せ
給
候
、
小
丹
も
大
キ
ニ
哭
キ
、
是
ら
程
の

御
宝
物
ハ
昔
ハ
天
ぢ
く
ほ
ん
て
ん
国
に
あ
つ
た
ち
や
う
と
も　

         

」
２
３
丁
オ

申
中
比
、
さ
か
さ
じ
う
じ
か
家
方
ニ
あ
つ
た
ち
や
う
と
も

申
、
是
ラ
程
シ
ノ
御
宝
物
ヲ
今
夜
歳
の
夜
ニ
手
ニ
取
、

先
々
よ
か
ら
じ
事
か
あ
し
か
ら
ぢ
事
か
、
我
い
さ
ゝ
か

知
ら
ぬ
と
仰
候
、
小
丹
ち
や
う
ぢ
や
か
八
百
八
拾
人
の
御
見
足
、

と
う
の
れ
ん
か
を
差
上
七
頭ス

之
か
う
へ
を
地
ニ
付
拾

か
し
付
申
せ
ハ
、
小
丹
長
者
ハ
平
次
三
合
米
拾
俵
、
夜
の

行
の
年
ニ
付
、
蘇
民
か
や
か
た
へ
送
せ
給
へ
候
、
Ⅲ
・
⑵ 

蘇
民

将
来
ハ
く
わ
す
ホ
き
か
な
け
れ
、
お
し
き
も
な
い　

                     

」
２
３
丁
ウ

か
と
仰
候
、
大
王
天
王
ハ
山
ノ
す
じ
や
う
住
家
所
ニ
ふ
ん
き
取

す
き
拝
や
は
た
等
物
ヲ
ふ
く
せ
て
き
れ
イ
な
物
だ

と
仰
候
ヘ
ハ
、
蘇
民
の
を
き
な
わ
は
づ
か
し
き
事
だ

か
そ
れ
モ
な
い
か
と
仰
候
、
大
王
天
王
ハ
わ
ら
じ
や
う
ケ
ヲ
ゆ
へ
と

仰
候
、
蘇
民
ノ
ヲ
キ
ナ
ハ
わ
ら
シ
ヤ
う
ゲ
ユ
イ
テ
、
大
し
や
う

グ
ン
御
見
足
江
御
ツ
ラ
差
上
被
召
候
、
今
カ
イ
ト
ウ
ノ
御
世
の

浮
世
に
テ
、
モ
ン
ゼ
か
流
蘇
民
か
子
孫
七
社
の
神
の
氏
子
所

歳
神
の
ゆ
い
や
す
と
申
も
是
より
出
来
始
リ
候
、
Ⅳ
・
⑴　

大
王
天
王
ハ
、

世
に
も
国
ニ
も
一
夜
福
被
来
ニ
年
越
テ
、
一
主
日
ニ
立
タ
ン
ト
仰
候
、　　

 

」
２
４
丁
オ

蘇
民
将
来
ハ
一
主
日
ハ
親
け
ん
ぞ
う
子
け
ん
ぞ
う
た
に
御

御（
マ
マ
（留

リ
あ
れ
、
二
日
ニ
達（
立
（ト

仰
候
ヘ
ハ
、
二
日
ハ
所
当
所
氏
大
神
の

御
祈
祷
タ
ニ
御
留
り
あ
れ
、
三
日
ニ
立
タ
ン
ト
仰
候
ヘ
ハ
、
月
の
三
日
ハ
イ

ム
事
タ
ニ
御
留
り
あ
れ
、
四
日
ニ
立
た
ン
ト
仰
候
ヘ
バ
、
四
日
○
れ
だ
ニ

御
留
リ
あ
れ
、
五
日
に
立
ト
仰
候
ヘ
ハ
、
五
日
ハ
五
か
ん
日
節
句
始
メ

御
留
り
あ
れ
、
六
日
ニ
立
ト
仰
候
ヘ
ハ
、
六
日
ハ
西
か
ふ
さ
か
り
熊
王
神

だ
に
御
留
あ
れ
ト
テ
、
一
七
日
七
日
ニ
達
ト
仰
候
、
蘇
民
将
来
ハ

御
座
舟
三
艘
出
シ
、
壱
艘
之
舟
ニ
ハ
大
王
天
王
、
壱
艘
の
舟
ニ
ハ

御
見
足
、
壱
艘
之
舟
ニ
蘇
民
将
来
送
リ
付
、
箱
崎
山
今 

 

」
２
４
丁
ウ

地
か
う
ら
へ
風
の
定
地
に
ま
か
せ
出
サ
セ
給
候
、
箱
崎
山
今

地
か
う
ら
に
七
日
七
夜
留
置
被
成
ね
、
金
銭
ら
万
炎
ト
三

艘
の
舟
ニ
つ
ま
せ
給
ヘ
候
、
大
王
天
王
、
蘇
民
将
来
我
町（
待
給
へ
（

玉
へ

留
リ
テ
玉
ノ
丸
屋
ニ
御
天
作
を
立
ヨ
ト
仰
候
、
其
時
小
丹
長

者
か
家
見
と
あ
ら
ハ
、
古
年
迎
ハ
あ
わ
れ
至
極
テ
あ
れ
と
も
、

歳
ノ
夜
あ
ん
に
や
の
僧
ヲ
留
テ
あ
れ
ハ
、
古
年
より
今
年
は

様
子
か
吉
シ
留
る
ベ
シ
、
小
丹
か
家
方
ニ
壱
ト
半
高
ク
立
ヨ
ト
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仰
候
、
蘇
民
将
来
三
艘
の
舟
ヲ
我
町
国
ヘ
引
テ
上
ら
せ
給
へ
候
、

大
王
天
王
ハ
サ
か
サ
し
ゆ
う
じ
か
家
方
へ
遣
テ
参
せ
給
へ
候
、　　

  　

」
２
５
丁
オ

 

Ⅳ
・
⑵ 

東
方
東
の
御
門
遣
リ
ヲ
拾
給
ヘ
候
ヘ
ハ
、
ケ
イ
丹
高
来
か
す
み

た
な
引
も
ろ
う
か
山
ニ
き
り
打
掛
、
に
わ
の
千（
仙
水
（水

、
竹
ニ
ウ
ク

イ
ス
か
す
を
遣
、
梅
ノ
初
花
あ
な
た
こ
な
た
ゑ
吹
ち
ら
ス
、

春
の
山
ニ
ハ
な
こ
打
か
ゝ
り
、
春
之
四
節
ハ
な
ん
〳
〵
す
じ
や
う
と

拾
給
へ
候
、
南
方
南
の
御
門
遣
リ
を
拾
せ
給
候
ヘ
ハ
、
三
千
条
の
田
の

表
へ
遣
井
か
水
ヲ
つ
け
遣
、
松
虫
、
す
ゝ
虫
、
く
つ
わ
虫
、
つ
ね

を
さ
よ
づ
る
け
行
う
と
虫
玉
む
れ
た
ハ
、
夏
の
四
節
を
な
ん
〳
〵

し
ゆ
じ
や
う
と
拾
せ
給
へ
候
、
西
方
西
の
御
門
遣
リ
、
浅
も
ミ
ぢ
、
う
す

も
ミ
ぢ
、
三
千
条
ノ
田
表
ニ
い
ね
か
出
み
だ
れ
、
い
ね
こ
つ
ゑ
に
、　      

」
２
５
丁
ウ

玉
す
ゞ
め
、
ふ
く
ら
す
ゞ
め
、
は
き
の
小
つ
へ
に
鹿
か
む
れ
た
ハ

な
ん
〳
〵
す
じ
や
う
、
秋
の
四
節
と
拾
せ
給
へ
候
、
北
方
北
の
御
門
遣

ハ
、
天
照
大
神
之
榊
山
ニ
か
た
ひ
ら
ゆ
き
ふ
り
掛
、
こ
ぜ
の
の
き
は
に

つ
ら
ゝ
ゆ
き
、
し
き
か
羽
ぶ
し
を
并
置
イ
た
ハ
、
冬
の
四
節

な
ん
〳
〵
す
じ
や
う
ト
拾
せ
給
へ
候
、
中
王
国
の
御
門
遣
リ
ハ
、
大
と
う

つ
る
き
、
け
い
と
う
つ
る
き
、
半
尺
の
か
づ
ら
、
五
尺
遣
帯
、

か
ら
の
鏡
、
け
し
や
う
け
わ
い
の
道
具
デ
か
さ
ら
せ
給
へ
候
、
Ⅴ
・
⑴　

安

内
申
も
の
申
と
三
度
よ
ば
わ
り
叩
か
せ
ば
、
海
龍
王
ハ
門
へ

参
上
出
さ
せ
給
へ
候
へ
は
、
我
ハ
男
子
体
か
女
子
の
体
か
へ
ん　

      
」
２
６
丁
オ

ケ
マ
ナ
ワ
リ
モ
の
か
ト
仰
候
、
我
男
子
ノ
体
ニ
テ
候
、
女
子
体
テ
ナ
シ

へ
ん
け
マ
ナ
ワ
リ
モ
の
デ
候
ワ
ス
、
天
ち
く
デ
ハ
大
王
天
王
、
国
ニ
下

れ
ハ
歳
徳
神
ト
ワ
我
か
事
ニ
テ
候
、
サ
カ
サ
シ
ウ
ヂ
ガ
家
方
一
人
娘

ホ
ウ
、
キ
ゼ
ン
コ
ク
サ
モ
罷
御
聟
ニ
参
ル
仰
候
、
海
龍
王
姫

持
タ
か
五
ツ
ノ
御
難
、
六
ツ
ノ
御
里
、
生
た
ら
わ
ぬ
姫
タ
ト
仰
候
、
大
王
天
王

ハ
五
ツ
御
難
、
六
ツ
ノ
御
里
、
生
た
ら
ず
と
も
是
飛（
非
（恋（
請
（取
申
御
聟
ニ

参
ト
仰
候
、
大
王
天
王
姫
迎
成
ハ
、
キ
サ
き
参
せ
ん
ト
仰
候
、
海
龍
王
ハ
七

重
ノ
し
き
の
す
だ
れ
八
重
ニ
カ
キ
カ
ヤ
シ
テ
高
来
へ
リ
千
遍
シ
キ
、
庵

の
シ
キ
皮
千
枚
参
、
三
界
ノ
珍
物
国
土
の
重
し
を
取
調
イ
テ
、

玉
ノ
越〔
輿
〕、
中
子
越
、
是
代
の
越
車
ヲ
取
調
イ
テ
、
七
日
七
夜
ノ 

」
２
６
丁
ウ

御
酒
も
り
を
被
召
候
、
サ
カ
サ
し
ゆ
う
ぢ
か
屋
方
の
一
人
娘
ハ
大
王
天
王

に
指
向
て
、
此
国
ハ
ワ
ツ
カ
小
国
テ
あ
れ
ど
も
、
物
ヲ
ふ
く
せ
て
ひ
た
る

く
な
し
、
浅
の
ゑ
ん
し
や
を
キ
ね
ど
も
さ
む
く
も
な
し
、
年
ハ

寄
り
テ
モ
か
を
に
し
わ
よ
る
た
め
し
も
な
し
、
一
日
は
一
年
、

二
日
二
年
、
三
日
三
年
の
御
世
を
送
リ
、
キ
ノ
ウ
カ
キ
ヤ
ウ
カ
と
云

内
、
ア
イ
七
年
の
御
世
の
身
（
御
（弟

子
ヲ
送
レ
共
、
吹
屋
せ
ぜ
ざ
い
カ

浄
土
と
て
あ
れ
共
、
一
夜ヤ

の
御
座
う
つ
り
の
な
く
て
ハ
身
あ

ラ
ジ
ト
仰
候
、
大
王
天
王
ハ
我
町
国
上
リ
テ
四
方
浄
土
ヲ
御
ラ
ン

被
成
候
ヘ
ハ
、
キ
ノ
ウ
カ
キ
ヤ
ウ
カ
ト
思
ふ
内
に
、
間
七
年
の
御
世
の
身
弟

送
ら
せ
給
へ
候
、
ニ
シ
キ
ノ
袿
ヲ
有
綱（
繋
（イ
テ
歳
徳
方
住
ノ 

」
２
７
丁
オ

梵
天
北
の
御
越
ニ
、
ひ
や
た
の
御
前
、
か
ら
木
談
（
だ
ん
（之

御
所
、
玉
の
丸

屋
ニ
御
天
作
ヲ
立
サ
セ
給
候
、
高
来
べ
り
千
条（
畳
（シ

キ
庵
の

シ
キ
カ
ワ
千
枚
参
、
三
界
之
珍
物
国
王
之
重
し
取
と
と
の

いイ

て
、
玉
の
こ
し
、
中
儀
の
越
、
是
代
の
越
ト
ク
ル
マ
ヲ
取
調
イ

テ
、
拾
弐
人
の
水
仕
達
を
た
な
引
被
召
、
今
地
之
に
し
き

か
つ
き
し
て
ハ
新
屋
へ
う
つ
し
罷
付
被
召
候
、
大
王
天

王
七
日
七
夜
之
御
酒
も
り
て
千
代
万
ぜ
イ
御
祝
ニ
テ
、
一

夜
の
御
座
う
つ
り
被
成
候
ヘ
ハ
、
姫
若
七
日
月
か
と
ま
り
て

七
月
の
く
る
し
ミ
遣
り
、
八
月
八
半
わ
づ
ら
い
被
召
、
十
月
八

半
テ
御
産
之
ひ
ぼ
ヲ
と
か
せ
被
召
候
、
拾
弐
人
の
水
仕
達
ハ　
　
　
　

」
２
７
丁
ウ

今
地
の
に
し
き
御
産
と
定
メ
テ
拾
か
し
つ
き
申
せ
バ
、

先
壱
番
ニ
も
う
け
被
立
タ
第
一
王
子
相サ
ウ
カ
ウ光
天
王
、
第
二

王
子
魔マ

王
天
王
、
第
三
ノ
王
子
倶ク

モ

ラ
魔
羅
天
王
、
第
四
王
子
ハ

良
待
天
王
、
第
五
王
子
徳ト
ク
タ
ツ達
神
天
王
、
第
六
王
子
達タ
ニ
カ
ン
尼
漢
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天
王
、
第
七
王
子
待ヂ

神
相
光
天
王
、
七
人
之
天
王
達
ヲ
み
海
七
海

ウ
ツ
シ
罷
付
、
Ⅴ
・
⑵ 

大
王
天
王
ハ
、
あ
や
千
談
、
ニ
シ
キ
千
談
、
か
ら
折
物

千
談
、
三
千
服
テ
カ
サ
リ
立
、
箱
先
山
今
地
ウ
ラ
松
　
　（
か
い
（○

光
明
か
ゝ
折
戸
へ
、
風
心
地
ニ
ま
か
せ
て
出
さ
せ
給
へ
候
ヘ
ハ
、
じ
や

徳
鬼
神
拾
弐
の
ツ
ノ
ヲ
振
立
、
く
れ
な
い
の
し
た
ま
き
立
て
、
大

王
天
王
ノ
召
た
る
舟
ヲ
呑
ス
シ
テ
追
せ
給
へ
候
、
大
王
天
王
ハ　
　
　

  

」
２
８
丁
オ

舟
ノ
戸
○（
は
（ニ

御
達（
立
（あ

つ
て
、
我
ハ
サ
カ
サ
シ
ユ
ウ
ジ
カ
ヤ
カ
タ
エ
御

聟
ニ
参
、
七
人
の
天
王
達
を
も
う
け
そ
だ
て
ゝ
候
、
明
み
七
海

王
罷
付
古
京
へ
帰
ル
、
我
か
召
た
る
舟
に
目
ヲ
掛
も
の
覚

無
シ
、
大
龍
の
使
か
小
龍
の
使
ト
、
五
尺
八
寸
引
ぬ
き
テ
剣け
ん

の
う
ふ
ら
せ
給
候
、
し
や
徳
鬼
神
大
王
天
王
ニ
向
て
、
天
下
無
テ

雨
か
ふ
ら
ず
か
、
地
か
無
ク
テ
草
か
は
へ
ず
か
、
国
か
な
く
て

風
か
不
立
か
、
大
王
天
王
な
く
て
し
や
徳
鬼
神
な
ら
ん
か
、
七

人
の
天
王
達
ヲ
も
う
け
そ
た
て
、
王
神
達
ノ
か
む
り
た
物

後
の
物
、
ち
せ
い
か
イ
ケ
エ
ア
ラ
イ
流
衣
つ
も
り
て
毒　
　
　
　

   　

」
２
８
丁
ウ

じ
や
と
成
リ
候
、
親
人
な
れ
ハ
恋
シ
サ
ニ
送
リ
付
ト
仰
候
、
大
王
天

王
ハ
我
か
子
な
ら
ば
ス
カ
タ
ヲ
現
ヨ
と
仰
候
ケ
レ
ハ
、
海
の
上
ニ
テ

十
二
ノ
つ
の
を
振
く
ず
し
、
十
壱
面
観
音
ト
あ
ら
ハ

れ
被
召
候
、
大
王
天
王
壱
舟
へ
か
き
上
、
よ
う
ち
合
か
い
て

見
れ
ハ
、
か
ん
そ
う
く
ふ
し
の
歳
の
か
ざ
か
す
る
、
さ
ら
ば

我
子
ニ
ま
き
れ
無
、
第
八
王
神
宅
相
神
天
王
八
王
神

と
名
付
、
国
江
し
や
徳
鬼
神
テ
と
う
せ
給
へ
候
、
Ⅵ
・
⑴ 

大
王
天
王
ハ

三
度
替
り
に
四
方
天
王
、
四
度
の
替
り
に
八
王
神
、
七
人

の
天
王
達
ハ
一
度
ク
ワ
ン
ド
ウ
テ
あ
り
、
八
王
神
ハ
あ
ま　
　
　
　

   

」
２
９
丁
オ

ク
ワ
ン
ド
ウ
被
召
た
人
ダ
カ
、
四
面
四
病
の
病
ヲ
作
リ
出
シ
、

小
丹
か
屋
方
を
ほ
ろ
ぼ
し
た
く
、
惣
順
筋
ニ
マ
シ
置
ス

仰
候
、
八
王
神
ハ
親
人
の
か
た
き
打
な
ら
あ
き
事
ニ
テ

候
、
是
より
さ
か
さ
し
ゆ
う
ぢ
か
屋
方
へ
立
帰
リ
、
る
り
の

つ
ほ
ニ
テ
四
百
死
病
之
病
作
出
参
仰
候
、
サ
カ
サ

し
ゆ
う
ち
か
屋
方
へ
立
帰
り
、
四
百
死
病
作
ら
せ
給
へ
、

石
か
ろ
う
ツ
拾
四
ニ
浩
メ
テ
と
の
か
中
に
付
、
箱
先
山

コ
ン
ヂ
カ
ウ
ラ
エ
引
テ
上
リ
、
八
王
神
親
人
の
御
前
ニ
テ

石
の
か
ろ
う
つ
拾
四
の
ふ
た
ヲ
取
、
四
百
死
病
の
じ
や
神　
　
　
　

 　

」
２
９
丁
ウ

を
御
ら
ん
あ
れ
と
仰
候
、
大
王
天
王
御
ら
ん
じ
て
、

是
ハ
八
王
神
し
や
神
之
神
ニ
四
足
五
体
か
無
イ
か
ト

仰
候
ヘ
ハ
、
八
王
神
親
た
る
人
丹
地
の
山
ノ
戸
羽
の
印
ニ
テ
、

行
ヘ
ハ
四
足
五
体
出
来
、
御
渡
リ
被
召
候
、
Ⅵ
・
⑵  

八
王
神
ハ
、
じ
や

神
之
神
ヲ
小
丹
長
者
前
の
し
だ
れ
柳
ニ
千
羽
の

小
た
か
と
へ
ん
じ
て
羽
を
や
す
ま
せ
被
召
候
、
小
丹

か
屋
方
ヘ
サ
ト
メ
ヲ
を
ろ
さ
せ
被
召
候
、
先
一
番
の
さ

と
め
に
、
家
ノ
む
ね
に
と
ひ
を
す
へ
さ
と
め
と
被
成
候
、

何
共
さ
と
ら
ぬ
小
丹
長
者
、
御
釜
ノ
上
ニ
荒
か
ま
を
置
キ　
　
　
　

  　

」
３
０
丁
オ

さ
と
め
に
を
ろ
し
、
何
共
さ
と
ら
ぬ
小
丹
長
者
、
釜
ノ
上
小
金

の
い
た
う
を
置
イ
テ
サ
ト
メ
ニ
ヲ
ろ
せ
ハ
、
む
か
し
ワ
ウ
カ
ノ

御
木
地
有
と
わ
き
イ
た
か
、
目
ニ
も
見
へ
ぬ
か
手
ニ
も
取
ぬ
か
、

ケ
サ
目
に
遣
り
た
と
は
つ
し
被
召
候
、
祢
生
か
あ
さ
か
み
な
け

い
だ
し
、
水
を
厄
ク
へ
打
し
な
福
歌
さ
よ
つ
る
も
、
八
王
神
の

さ
と
め
で
有
か
、
何
共
さ
と
ら
ぬ
小
丹
長
者
、
釜
ノ
前
を
ウ
ク

ラ
モ
チ
ノ
モ
チ
キ
リ
ス
ル
モ
、
八
王
神
の
さ
と
め
、
何
共
さ
と
ら
ぬ

小
丹
長
者
、
祢
生
朝
か
み
な
け
出
シ
、
に
わ
中
で
福
歌
さ
よ
ず

る
も
、
八
王
神
の
さ
と
め
で
有
ル
、
何
共
さ
と
ら
ぬ
小
丹
長
者
、
ほ
ん

に
折
は
し
升
に
小
刀
、
祢
生
か
物
つ
き
き
ね
を
立
な　
　
　
　
　
　
　

」
３
０
丁
ウ

け
に
な
け
出
す
む
地
に
、
地
神
か
七
尺
し
す
む
申
か
、
是
モ

八
王
神
サ
ト
メ
デ
あ
る
、
六
月
土
用
中
場
ニ
、
き
つ
ね
の
く
い
お
き
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い
た
ち
の
へ
ゆ
る
す
も
、
八
王
神
さ
と
め
て
有
、
何
共
サ
と
ら

ぬ
小
丹
長
者
、
な
べ
釜
へ
つ
も
そ
の
遣
入
も
、
八
王
神
の
さ
と
メ

デ
あ
る
か
、
何
共
さ
と
ら
ぬ
小
丹
長
者
、
き
や
う
七
ツ
半
の
さ
と
め

お
ろ
し
た
か
、
何
共
さ
と
ら
ぬ
小
丹
長
者
、
婦
夫
之
ゆ
め
に
ク

ろ
金
の
体
に
ち
か
や
七
本
生ヲ
イ

出
そ
か
な
る
み
な
る
草
生

成
て
さ
と
め
に
を
ろ
し
、
小
丹
長
者
大
気
に
哭
キ
、
と
う
ど
天

ち
く
龍
車〔
宮
〕浄

土
我
町
国
三
国
一
ノ
物
し
り
達
處
、
占
八

卦
三
本
引
合
見
れ
ハ
、
八
王
神
の
さ
と
め
と
仰
候
、
小
丹
長
者
、 　
　

 

」
３
１
丁
オ

物
し
り
達
を
頼
せ
給
候
へ
は
、
東
方
東
ニ
木
ノ
山
ヲ
立
、
き
り
と

か
す
ミ
行
、
南
方
南
に
火
之
山
ヲ
立
、
火
ゑ
ん
と
行
、
西
方
西

に
ハ
金
の
山
立
、
北
方
き
た
に
水
ノ
山
ヲ
立
、
白
瀧
と
行
、
中
方

国
に
土
ノ
山
立
、
き
り
と
か
す
み
ヲ
七
日
七
夜
行
被
召
候
ヘ
ハ
、

八
王
神
小
丹
か
屋
方
御
ら
ん
あ
れ
ハ
、
き
り
ふ
り
遣
り
、
か
す
み
た

な
引
、
ど
こ
の
何
国
共
不
知
、
大
王
天
王
小
丹
長
者
か
屋

方
き
り
と
か
す
ミ
て
見
へ
ぬ
と
仰
候
、
大
王
天
王
ハ
、
八
王

神
、
し
や
か
の
身
弟
に
目
の
か
た
目
成
ほ
う
し
の
は
か
せ
か

七
日
ニ
七
つ
の
文
字
ヲ
読
は
ず
シ
、
手
の
ゆ
び
か
た
ゆ
び　
　
　

 　
　

」
３
１
丁
ウ

切
た
る
ほ
う
し
の
は
か
せ
か
、
七
ツ
の
印
ヲ
む
び
は
づ
し
、

ま
か
切
魔
戸
と
成
給
、
そ
れ
より
遣
入
被
召
仰
候
、
八
王

神
御
ら
ん
有
ハ
、
小
丹
屋
方
に
切
魔
戸
い
て
き
候
ヘ
ハ
、
四
百

死
病
た
な
引
被
召
、
小
丹
か
屋
方
へ
遣
入
ル
時
、
身
先
の
か

す
石
ニ
た
と
へ
ハ
、
こ
ま
種
六
石
六
升
、
ゑ
種
六
石
六
升

程
の
身
先
達
、
あ
ま
る
身
先
ハ
朝
日
の
間
ほ
こ
り
、
夕

日
の
ま
ほ
こ
り
、
小
丹
八
百
八
拾
人
之
見
足
あ
ら
さ
せ
被

召
候
ヘ
ハ
、
Ⅶ
・
⑴　

大
王
天
王
ハ
八
王
神
ヲ
ン
ノ
氏
子
か
弐
人
不
有
か

見
分
た
助
（
す
（暮（
く
れ
（よ
と
仰
候
、
八
王
神
ハ
親
た
る
人　
　
　
　
　

  　
　
　

」
３
２
丁
オ

し
る
し
仕
証
文
出
さ
せ
給
へ
ト
仰
候
ヘ
ハ
、
か
ミ
の

お
い
き
わ
に
も
ん
せ
か
流
蘇
民
か
子
孫
ぼ
ん
ぢ
置
ル

と
仰
候
、
八
王
神
ハ
八
百
八
拾
人
の
御
見
足
改
被
召
候
ヘ
ハ
、

女
子
弐
人
あ
る
親
人
是
ハ
湯
取
水
取
す
べ
き
か
と

仰
候
、
大
王
天
王
あ
る
お
ん
の
氏
子
湯
取
水
取
ニ
成
ス

と
仰
候
、
八
王
神
ハ
親
人
悪
シ
き
物
ハ
た
ね
を
切
て
産

か
切
テ
よ
い
か
と
仰
候
ヘ
ハ
、
大
王
天
王
ハ
悪
キ
物
ハ
種
ヲ

［　
　

］
む
か
え
三
寸
に
五
六
八
寸
の
あ
ら
す
ぼ　

   

※
破
損
に
つ
き
不
読　

」
３
２
丁
ウ

［　
　

］
せ
ち
あ
ら
し
被
召
候
、
七
拾
五
日
の
者
（
物
（忌　

　

 　

     

※
破
損
に
つ
き
不
読

す
□
も
是
より
始
り
候
、
Ⅶ
・
⑵   

蘇
民
将
来
ハ
大
王
天
王
御
見
足

に
御
つ
か
れ
と
仰
候
、
天
王
ハ
何
か
我
か
見
足
ニ
ふ
る
ま
い

な
ら
ん
と
仰
候
、
新
釜
ヲ
七
口
出
し
、
新
屋
か
い
と
て

か
い
を
に
て
三
千
條
の
田
面
ニ
身
先
壱
人
宛
置
て

奉
駒
テ
ち
や
う
し
ひ
し
や
け
て
三
度
ふ
く
せ
給
へ
候
、

大
王
天
王
ハ
山
の
す
じ
や
う
ふ
ん
し
て
、
是
ら
程
の
ふ
る

ま
い
し
た
か
く
わ
ぬ
身
先
か
三
人
あ
る
、
我
か
祭
テ

く
れ
ん
と
仰
候
、
百
八
ほ
ん
の
う
の
む
な
水
い
し
や
う
も
ミ　
　
　
　

」
３
３
丁
オ

す
ゞ
さ
ら
を
し
も
み
そ
ら
に
ほ
ん
天
大
し
ゃ
く
、
下
ニ

十
二
た
い
天
王
、
八
万
八
千
の
星
ノ
三
門
と
祭
せ
給
へ
候
、
大
王

天
王
ハ
八
王
神
屋
敷
所
ヲ
置
と
仰
候
、
八
王
神
ハ
屋
敷
所

ハ
大
和
山
城
御
福
之
屋
敷
処
と
仰
候
、
氏
子
所
ハ
越
後
越

中
さ
と
か
嶋
ニ
小
丹
か
流
か
七
拾
五
流
知
行
惣
分
ト

仰
、
大
王
天
王
、
牛
頭
天
王
の
御
旦
那
ニ
七
拾
生
ハ
折
節
、
八
拾

生
ハ
つ
き
ぶ
し
、
九
石
千
談
夜
ル
あ
す
か
ら
し
、
ひ
る
や

［　
　
　

］
月
才
朔
難
日
役
難
掛
さ
せ
給
、
後
之
神

［　
　
　

］
此
か
子
孫
七
社
之
神
之
氏
子
所
ニ
て
小　
　
　
　

 　

 　

   

」
３
３
丁
ウ

［　
　
　

］
入
ヲ
出
ス
渡
リ
神
達
見
入
聞
入
の
う
じ
ゆ

［　
　
　

］
の
八
ツ
御
み
ゝ
ふ
り
立
テ
き
こ
し
め
せ
□
※　
　
　
　
　
　

    

※
墨
滅
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申
Ⅷ 

□
□
か
流
と
申
者
、
体
ニ
替
リ
ハ
な
け
れ
共
、
生
死
ニ
ヲ
き

ら
わ
ず
、
神
参
仏
参
不
仕
、
二
年
之
境
ニ
若
松
立
タ
証

拠
か
有
ま
い
、
昔
五
人
王
神
達
御
か
ん
千
万
そ
し
あ
ら

そ
い
の
御
世
の
時
、
天
の
さ
か
ほ
こ
さ
か
さ
に
指
タ
証
こ

か
有
ル
ま
い
小
丹
か
流
へ
千
ぢ
ん
と
ん
で
、
春
ハ
か
い
病
、
夏
腹
、

秋
ハ
役
病
、
冬
ハ
い
も
く
じ
は
し
か
、
四
節
の
病
を
能
て

身
を
遍
さ
せ
給
へ
候
、
き
や
う
氏
子
御
旦
那
と
申
は
、
流
ニ
取
て

（
以
下
欠
）

○ 

古
文
書
番
号 

八
三
「
御
歳
神
祭
文
」（
Ｂ
本
）

　
　
　

御
ヲ
ン
ト
シ
カ
ミ
サ
イ
モ
ン

歳
神
祭
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　

榊
原
氏

   

Ⅰ
・
⑴

一　

住
の
ぼ
ん
で
ん
北
の
半
福
小
京
か
い
わ
や

み
だ
う
か
里
に
、
大
王
天
王
は
、
三
年
三
月

九
拾
日
、
こ
け
か
ふ
す
ま
と
成
程
御
立
御

覧
ん
な
ら
せ
給
ふ
へ
候
ん
バ
、
大
王
天
王
の
金
の

も
ん
の
上
より
白
き
山
ば
と
な
ん
ば
か
ひ
と
つ
か
い
の

大
王
天
王
ニ
指
向
テ
は
、
さ
か
さ
し
ゆ
ぢ
か
屋
か
た
に　

 　
　
　

    　
　

」
１
丁
オ

一
人
姫
方
、
き
で
ん
こ
そ
さ
も
可
然
ト
、
大
王

天
王
わ
※
、
拾
二
の
五
上
玉
す
さ
遊
せ
給
へ　
　
　
　
　
　

  　

※
「
ニ
」
見
せ
消
ち

候
ん
バ
、
坂
さ
し
ゆ
ぢ
か
屋
か
た
拾
二
の
五
上

玉
つ
さ
白
き
山
ば
と
な
ん
ば
を
一
ツ
か
い
、

さ
か
さ
し
ゆ
ぢ
か
屋
か
た
へ
ま
せ
給
へ
候
ん
ハ
、
大
王
天
王
ハ

た
び
と
は
ば
き
の
よ
お
ひ
め
さ
れ
候
ん
バ
、
た
び
お　
　
　
　
　
　
　
　

」
１
丁
ウ

め
さ
れ
候
、
Ⅰ
・
⑵  

比
ハ
い
づ
そ
の
比
成
り
、
春
三
月
土
用

中
ば
の
こ
ろ
成
れ
ば
、
山
の
す（
衆
生
（上

の
と
よ
の
住
家
所
、

む
か
し
わ
三
年
三
月
九
十
日
で
出
た
と
申
か
、

大
王
天
王
ハ
神
に
御
縁
な
近
き
氏
子
で
七
十

五
日
と
い
ゑ
ば
、
山
の
す
上
の
と
よ
の
住
家
を

渡
ら
せ
給
へ
候
ん
ば
、
あ
せ
も
の
花
お
山
の　
　

      　
　
　
　
　
　
　

」
２
丁
オ

す
上
か
と
つ
て
ぶ
く
し
て
よ
か
ら
し
も
の
か
悪

か
ら
じ
も
の
か
と
と
つ
て
き
こ
さ
せ
給
へ
候
ん
ば
、

あ
せ
も
の
花
に
大
気
に
よ
ハ
せ
給
へ
候
ん
ば
、

是
ハ
山
の
す
上
の
取
て
ぶ
く
し
て
悪
敷
者

だ
と
て
、
奥
山
と
山
す
せ
木
七
本
か
本
へ
取
て

な
け
さ
せ
給
へ
候
、
今
か
い
と
う
の
御
世
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
２
丁
ウ

極
世
に
す
せ
き
ニ
多
あ
ら
ず
と
仰
候
、

四
月
中
ば
の
比
な
い
、
七
ツ
の
嶋
の
ほ
と
れ

を
渡
セ
給
へ
候
ん
バ
、
亦
夏
を
山
の
す
上
の

取
て
ぶ
く
し
て
能
ら
じ
も
の
か
あ
し
か
ら
じ

も
の
か
と
取
て
ぶ
く
し
て
よ
か
ら
じ
と
、

山
の
す
上
か
取
て
ぶ
く
し
て
よ
か
ら
じ
も
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
３
丁
オ

だ
と
七
ツ
の
嶋
の
ほ
と
れ
ゑ
取
て
な

け
さ
せ
給
へ
候
ん
ば
、
今
か
い
と
う
の
御
世
の

極
世
ニ
す
せ
き
に
多
お
な
た
れ
候
わ
ず
、

六
月
中
ば
の
比
、
山
の
す
上
の
と
よ
の

住
家
所
を
渡
せ
給
へ
候
ん
ば
、
夏
も
ゝ
を

山
の
す
上
か
取
て
ぶ
く
し
て
よ
か
ら
じ
も
の
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
３
丁
ウ
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悪
か
ら
じ
も
の
か
と
取
て
き
こ
さ
せ
給
へ
ば
、

是
ハ
山
の
す
上
の
取
て
ぶ
く
し
て
よ
か

ら
じ
も
の
だ
と
夏
の
く
わ
ん
け
い
し

た
と
仰
候
ん
ば
、
を
ん
の
木
の
下
若
木
下

お
ば
か
さ
を
ぬ
い
で
通
ル
申
と
引
具
候
、

た
と
へ
み
や
う
な
く
い
わ
れ
か
有
と
仰
候
ん
ば
、　　
　
　
　
　
　
　

 　

」
４
丁
オ

大
王
天
王
御
見（
眷
属
（足

ハ
来き
た
るル

か
さ
を
ぬ
い
て
渡
セ

給
へ
候
ん
ば
、
大
王
天
王
ハ
秋
八
月

山
の
す
上
の
と
よ
の
住
家
ヲ
渡
セ
給
へ
候
ん
ハ
、
か
ま

ゑ
び
を
山
の
す
上
か
取
て
ぶ
く
し
て
よ
か

ら
じ
も
の
か
あ
し
か
ら
じ
も
の
か
と
す
つ

て
七
ツ
の
嶌
の
ほ
と
れ
江
取
て
な
け
さ
セ 

」
４
丁
ウ

給
へ
候
ん
ば
、
今
か
い
と
う
の
御
よ
の
極
世
に

多
す
せ
き
に
あ
ら
ず
、
Ⅱ
・
⑴ 

大
王
天
王
わ

九
百
九
十
九
里
の
道
に
指
向
て
、
ひ
や
た
の
御
所

か
ら
木
だ
の
御
所
、
玉
の
丸
屋
に
五（
御
殿
（

て
ん
作
か

見
ゑ
る
か
、
あ
れ
わ
神
に
御
縁
な
氏
子
か

仏
に
御
縁
な
氏
子
か
と
仰
候
、
神
に
御　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
５
丁
オ

縁
に
な
け
れ
ハ
仏
に
御
縁
に
な
い
子
丹

長
し
や
か
屋
か
た
か
手
近
く
見
へ
る

か
り
と
仰
、
大
王
天
王
ハ
九
百
九
十
九
里
の

屋
ニ
指
向
テ
子
た
ん
か
屋
か
た
か
手
近
見
へ
る
う
れ
し

き
事
ハ
ぜ
ん
だ
い
な
い
成
リ
と
、
小
の
月
ニ
て
を
り

し
も
し
わ
す
の
廿
九
日
の
夕
さ
、
子
丹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
５
丁
ウ

長
し
や
か
屋
か
た
か
り
江
掛
テ
参
せ
、

案
内
申
も
の
申
と
、
三
度
叩
か
い
て
わ
、

子
丹
長
し
や
か
奥
の
ほ
と
れ
お
か

さ
せ
給
へ
候
ん
、
今
や
の
年
の
よ
な

れ
ば
、
四
拾
弐
人
の
と
の
ば
ら
達
の

立
廻
ル
で
せ
ば
く
候
、
を
ゑ
の
ほ
と
れ
お　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

  

」
６
丁
オ

か
さ
せ
給
へ
候
ば
、
四
拾
弐
人
の
と
の
ば
ら
達
の

め
の
と
の
女
房
達
の
立
廻
ル
で
せ
ば
く

候
、
下
で
い
の
ほ
と
れ
か
さ
せ
給
へ
候
ら
い

四
拾
弐
人
の
若
君
達
の
立
廻
ル
で
せ
ば
く

候
、
中
間
の
ほ
と
れ
を
か
さ
せ
給
へ
候
ば
、
こ
ん

や
の
年
の
よ
な
れ
バ
、
四
拾
弐
人
の
若
君　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
６
丁
ウ

達
の
大
だ
う
小
だ
う
の
う
さ
る
か
く

で
せ
ば
く
を
な
た
れ
候
、
下
だ
い
所
の
ほ

と
れ
を
か
さ
せ
給
ヘ
候
ば
、
四
拾
弐
人
の

め
の
と
ノ
女
房
達
の
水
し
達
廻
ル
で
せ
は
く

を
な
た
れ
候
ば
、
お
に
わ
の
ほ
と
れ
お
か

さ
せ
給
へ
候
ば
、
小
丹
四
拾
弐
人
小
丹
か
水
し
達
か　
　
　
　
　
　
　
　

」
７
丁
オ

か
け
て
宿
か
り
候
ハ
、
な
ん
ぢ
と
仰
候
ば

大
王
天
王
ハ
、
門
か
ら
も
ん
江
出
さ
せ
給
へ
候

得
ハ
、
門
か
ら
城
江
や
う
し
〳
〵
と
大
王
天
王
わ

出
さ
せ
給
へ
候
ば
、
其
時
言
た
ゝ
か
い
被
召

候
得
ハ
、
今
や
の
年
の
よ
に
、
ぶ
た
ず
か
、
は
ら
す
か
、

ぶ
く
せ
ず
か
、
酒
な
に
取
す
か
と
仰
候
へ
ば
、　　
　
　

 　
　
　
　
　
　

」
７
丁
ウ

  

Ⅱ
・
⑵  

西
方
西
江
や
う
し
〳
〵
と
大
方〔
王
〕天
王
ハ
た
び
を

め
さ
れ
候
ゑ
ば
、
拾
七
八
の
若
や
う
と
め
か
、

金
ノ
つ
ま
か
金
の
ひ
し
や
く
ニ
水
ヲ
汲
せ
給
へ

候
ば
、
其
水
を
姫
君
度（
旅
（の
き
や
く
僧
に

給
り
め
さ
れ
候
ば
、
や
す
き
事
ニ
テ
候
か
、
小

丹
長
し
や
か
心
の
こ
ま
か
な
事
わ
、　　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
８
丁
オ
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や
う
〳
〵
拾
四
に
訓
た
る
程
ほ
そ
き
小
丹

長
し
や
、
高
木（
き
（大

神
も
ひ
き
き
小
神
も

所
当
所
で
氏
大
神
も
に
ん
け
ん
山
の
古
宮
、

あ
し
た
の
年
若
水
の
は
だ
う
汲
を
寅
卯
に

向
テ
取
か
、
今
屋（

夜
（向
ヘ
ル
小
丹
長
し
や
か

事
だ
て
、
此
水
ま
あ〔
わ
〕せ

て
有
な
ら
ば
、
小　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
８
丁
ウ

丹
か
御
所
之
内
で
年
越
事
ハ
な
ら
ぬ
と

仰
候
、
祢
宜
ハ
四
拾
弐
の
た
ば
か
り
と
わ

申
か
、
我
ハ
四
拾
弐
の
た
ば
か
り
い
な
い
ぞ

と
仰
候
ハ
、
大
王
天
王
の
御
け
ん
そ
く
ハ
一
ひ
し
や
く

や
は
ん
で
口
ヲ
す
ゝ
き
、
七
ひ
し
や
く
や
は
ん
の

者
た
ち
の
み
を
め
さ
れ
候
へ
ば
、
此
御
所
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
９
丁
オ

内
ニ
宿
ま
せ
る
人
ハ
な
い
か
と
仰
候
ハ
、
西

方
西
江
向
て
五
丁
半
な
か
あ
る
処
ば
、
し
ば

の
を
り
ゑ
の
お
り
ま
で〔
ぜ
〕の

家
か
あ
ら
す
か
、

年
よ
だ
な
ん
だ
わ
い
わ
ぬ
宿
ヲ
参
せ
る
人
だ
と

申
候
、
祢
宜
の
事（
言
葉
（ば
、
し
ば
の
折
家
の
を
り

ま
で
の
家
と
わ
聞
わ
け
を
り
な
い
と
仰
候
、　　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

」
９
丁
ウ

し
ば
の
折
家
の
折
ま
ぜ
の
家
と
わ
、
こ
ど

の
か
や
に
わ
此
年
の
か
や
ふ
き
ま
ぜ
だ
か
し
ば
の

折
家
の
折
ま
ぜ
の
家
で
候
、
は
づ
か
し
き
申
様

だ
か
我
か
住
の
を
き
な
で
候
ば
、
大
王
天
王
わ

左
より
右
の
た
も
と
か
ら
す
み
す
り
、
添
か
み
の
お
い

き
わ
、
も
ん
で
な
な
か
か
れ
住
な
し
や
う
こ
七
社　
　
　
　
　
　
　
　

」
１
０
丁
オ

の
神
の
氏
子
の
ほ
ぢ
を
ひ
ね
ら
せ
給
へ
候
て

  

Ⅱ
・
⑶  

大
王
天
王
ハ
西
方
西
江
向
る
、
五
丁
半
度（
旅
（を
被
召

候
得
ハ
、
誠
し
ば
の
折
家
の
折
ま
ぜ
の
家
か
候
、

是
か
く
と
住
の
を
き
な
の
屋
か
た
か
り
わ
、

案
内
申
も
の
申
と
三
度
叩
か
い
て
わ
、
ふ
び
ん

な
住
の
を
き
な
で
有
ル
は
、
年
の
よ
成
レ
ば　
　
　
　

  　
　
　

       

」
１
０
丁
ウ

も
の
つ
き
き
ね
打
か
つ
き
、
門
江
三
丁
出
さ
せ
給
へ
候
ハ
、

左
の
足
ハ
千
じ
ゆ
菩
薩
、
右
の
足
ハ
も
ん
じ
ゆ
菩
薩
、

左
の
遍
に
前
ニ
ほ
け
経
か
や
七
か
れ
か
ぶ
り
ハ

む
月
め
く
り
、
三
年
ふ
さ
か
り
大
し
や
う
ぐ
ん
と

拾
給
へ
候
江
ハ
、
今こ
ん

な
草
家
ニ
宿
参
ら
せ
る

人
で
ハ
を
り
な
い
、
す
く
さ
き
み
か
ら
で　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
１
１
丁
オ

女
き
の
身
と
し
て
お
か
む
も
、
て
ん
の

を
そ
れ
と
仰
候
、
く
る
し
く
な
い
宿
ヲ
給
り
め

さ
れ
候
へ
、
立
う
す
の
う
へ
に
戸
板
ヲ
并
べ
、

戸
板
の
上
ニ
わ
ら
の
で
み
だ
れ
、
ち
か
や
の

で
み
た
れ
、
白
キ
は
こ
し
を
越
に
出
シ
て
、

大
王
天
王
是
に
御
覧
ん
ト
成
候
と
仰
候
、
Ⅲ
・
⑴  

大
王　
　
　
　

     　

」
１
１
丁
ウ

天
王
を
と
ま
り
候
か
、
く
わ
す
も
の
か
な
い
か
と

仰
候
、
太
郎
む
す
こ
ハ
次
郎
姫
お
嫁
ニ
や
※
り
親　
　
　
　
　

 

※
「
取
」
見
せ
消
ち

重
代
の
白
見
の
鏡
三
枚
合
セ
平（
瓶
子
（次
三
合

米
拾
表（
俵
（の
質
ニ
置
ず
と
仰
候
、
小
丹
長
者
か

太
郎
む
す
子
ハ
、
先
に
通
り
た
あ
ん
や
の
僧
ヲ

留
つ
ら
か
、
我
ハ
く
わ
ず
者（
物
（か
な
け
れ
ハ
留
ぬ
か
、　　
　
　
　
　

 　

」
１
２
丁
オ

有
レ
ば
ぞ
留
て
有
ら
、
住
の
を
き
な
、
か
を
に

も
ミ
ぢ
を
引
ち
ら
し
、
な
で
や
ふ
く
ま
セ

給
へ
候
ば
、
た
て
へ
さ
ん
上
帰
ら
せ
給
へ
候
ハ
、
大
王

天
王
わ
、
今
や
の
年
の
よ
に
我
か
け
ん
ぞ
く
か

を
と
ま
り
あ
ん
た
で
か
を
の
け
し
き
か
わ
る
く

有
か
と
仰
候
江
ハ
、
何
か
大
王
天
王
か
御
留
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」
１
２
丁
ウ
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有
た
か
何
か
か
を
の
け
し
き
か
わ
る
く
候

わ
ず
、
北
に
ま
戸
切
、
南
に
戸
口
明
ぬ
事
だ
と
申
か

ふ
び
ん
な
住
の
を
き
な
で
候
、
北
に
ま
戸
切

南
に
戸
口
明
て
風
か
つ
む
き
付
て

か
を
の
け
し
き
か
わ
る
く
候
、
住
の

を
き
な
か
こ
た
い
る
ハ
、
大
刀
こ
た
い

ぬ
ハ
小
刀
引
く
、
た
と
へ
ミ
や
う
ほ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
１
３
丁
オ

い
わ
れ
か
有
と
何
か
か
く
す
事
か

つ
み
に
成
ル
と
申
候
、
何
か
か
く
し
参

せ
て
候
わ
す
、
太
郎
姫［
息
子
］を

質
ニ
置
、
次

郎
姫
を
嫁
に
や
り
、
親
十
代
之
白
見
の

鏡
を
三
枚
以
参
、
平
次
三
合
米
十
表
之

質
ニ
お
か
す
と
仰
候
ば
、
小
丹
長
者
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

」
１
３
丁
ウ

太
郎
む
す
こ
、
我
か
次
郎
む
こ
ニ
テ
候
、
先
に

通
リ
た
あ
ん
や
の
僧
を
と
め
て
有
ら
か
、

我
ハ
く
わ
す
者
か
な
け
れ
ば
留
ぬ
か

有
れ
ば
と
留
つ
ら
と
仰
候
は
、
か
を
に

も
ミ
ぢ
を
ひ
き
ち
ら
て
、
か
を
の
け
し
き

か
わ
る
い
ぞ
と
、
く
る
し
く
な
い
、
大
王
天
王
わ　
　
　
　
　
　
　
　

」
１
４
丁
オ

し
つ
も
つ
ハ
何
程
も
参
ら
せ
す
と
仰
候
ば
、

左
より
右
の
た
も
と
か
ら
え
ん
ぶ
だ
ん
こ

こ
ね
、
三
千
む
り
や
う
ニ
か
い
か
た
な
い
、
是
ら

程
し
の
三
名
一
の
お
宝
も
の
を
、
な
ん
た
ら

小
丹
長
し
や
な
り
共
手
に
も
取
ま
い
か
、

目
に
も
見
へ
ま
い
、
む
か
し
わ
天（
天
竺
（

地
ク　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
１
４
丁
ウ

ほ（

梵

天

国

（

ん
で
ん
こ
く
に
有
（
あ
つ
（た
長
　（
ち
ょ
う
（共
申
か
中
比
、

さ
か
さ
し
ゆ
じ
か
屋
か
た
ニ
有
た
長

共
申
ク
、
是
ら
程
し
の
三
名
一
の
お

た
か
ら
も
の
を
し（

質

物

（

つ
も
つ
に
指
上
ケ
被
召
候
て
、

住
の
を
き
な
い
に
よ
き
と
身
と
し
て
、
こ
ん

や
の
と
し
の
よ
に
手
に
取
よ
か
ら
し
事
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
１
５
丁
オ

悪
か
ら
し
事
か
、
先
々
我
知
ぬ
と
仰
候
、

く
る
し
く
な
い
、
相
七
年
の
名
所
の
か

わ
り
に
わ
、
天
地
く
ぼ
ん
で
ん
名
江
我
か
も
つ
て

あ
か
る
と
仰
候
ば
、
住
の
を
き
な
わ
小
丹
か

屋
か
た
へ
持
テ
参
り
し
つ
も
の
を
指
上
ケ

被
召
候
ば
、
か
た
か
な
あ
け
て
見
た
ま
へ
ば　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
１
５
丁
ウ

た
う
と
天
地
ク
り
う
く
ん
じ
や
う
ど
を
我
長
（
朝
（

石（
国
（三

石（
国
（一

を
一
見め

に
お
か
ま
せ
給
へ
候
ば
、

小
丹
長
者
ハ
大
気
に
哭
キ
、
是
ら
程
し
の

お
た
か
ら
も
の
を
む
か
し
ハ
天
地
く
ぼ
ん

で
ん
石
に
あ
つ
た
長
共
申
中
比
、
さ
か
さ

し
ゆ
ぢ
か
屋
か
た
に
あ
ん
た
長
共
申
、

是
ら
程
し
の
を
た
か
ら
も
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
１
６
丁
オ　

こ
ん
や
の
年
の
よ
に
し
つ
も
つ
に
取
、

先
々
よ
か
ら
し
事
か
悪
か
ら
し
事
か

我
い
さ
さ
か
知
ぬ
と
仰
候
ハ
、
小
丹
長
し
や
か

八
百
八
拾
人
の
御
見
足
、
と
う
の
れ
ん
け
を

指
上
ケ
七
す
の
か
う
べ
を
地
ニ
付
、
拾
か
し
付

申
候
、
平
次
三
合
米
拾
表
と
の
り
の
世
ニ
付
ケ 

」
１
６
丁
ウ

住
の
を
き
な
の
屋
か
た
江
か
り
江

送
り
付
ケ
よ
と
仰
候
、
Ⅲ
・
⑵ 

住
の
を
き
な
わ
、

く
わ
ず［
す
］ご
き
か
な
け
れ
ば
お
し
き
か

候
わ
ず
、
山
の
し
ゆ
上
か
と
よ
の
住
家
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に
ま
す
は
田
※
こ
ぶ
ん
き
取
り
付
キ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

※
「
た
」
見
せ
消
ち

申
か
も
の
を
ぶ
く
し
で
き
れ
い
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　

」
１
７
丁
オ

も
の
た
と
、
は
づ
か
し
き
申
様
だ
か

そ
れ
も
候
わ
ず
、
わ
ら
じ
や
う
こ
く
を
ゆ
わ

せ
給
候
、
山
の
し
ゆ
じ
や
う
の
と
よ
の
住

家
所
、
も
ん
ぜ
の
な
か
れ
住
の
し
や
う
こ

七
社
の
神
の
氏
子
の
内
に
年
神

の
や
す
と
申
わ
是
より
※
出
き
依
り
被
召
候　

     　

  

※
「
是
より
」
右
脇
」
１
７
丁
ウ

 

Ⅳ
・
⑴  

よ
に
も
留
着
に
年
越
て
、
一
ゑ
に

不
立
、
一
ゑ
わ
親
げ
ん
ざ
う
子
げ
ん
ざ
う

だ
に
御
留
り
や
れ
、
二
日
に
不
立
、
二
日
わ

所
当
所
氏
子
大
神
御
五（
御
（き

た
う
だ
に

お
と
ま
り
や
れ
、
三
日
に
不
立
、
月
の
三
日
ハ

い
も
う
事
だ
に
お
と
ま
り
や
れ
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

」
１
８
丁
オ

四
日
に
不
立
、
四
日
は
し
や
く
だ
に
を
と

ま
り
や
れ
、
五
日
に
不
立
、
五
日
五
か
ん
日

せ
つ
く
始
で
お
と
ま
り
や
れ
、
六
日
不
立
、
六
日
ハ

西
か
ふ
さ
か
り
く
ま
王
神
だ
に
を
と

ま
り
や
れ
、
七
日
に
不（
マ
マ
（立
、
七
日
ハ
御
座
舟

を
三
艘
出
シ
、
壱
艘
の
舟
に
は
大
王
天　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 

」
１
８
丁
ウ

王
、
壱
艘
之
舟
に
わ
大
王
天
王
の
御
け
ん

足
、
壱
艘
之
舟
に
わ
住
お
き
な
の

太
郎
む
す
子
送
り
に
付
ケ
、
は
こ
さ
き
山

こ
ん
ぢ
か
う
ら
へ
風
の
定
地
に
合
せ
て

出
さ
セ
給
へ
候
、
は
こ
さ
き
や
ま
こ
ん
ぢ
か
う
ら

に
七
日
七
や
留
置
被
召
候
て
、
白
か
ね
か
ら
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
１
９
丁
オ

銭
と
か
ね
を
あ
さ
ら
ま
ん
く
わ
と
ニ
テ
三

艘
の
舟
に
つ
ま
せ
給
へ
候
で
、
ひ
や
だ
の

御
所
か
ら
木
た
の
御
所
玉
の
丸
屋
に

御
天
作
を
立
さ
せ
給
へ
候
、
小
丹
長
者
か

其
付
家
見
と
あ
ら
ず
か
、
こ
ぞ
迎
わ

あ
わ
れ
至
極
お
な
り
で
あ
り
し
か
、　　
　
　

  　
　

  　
　
　
　
　
　

」
１
９
丁
ウ

年
の
よ
に
あ
ん
や
の
僧
を
と
め
て

あ
れ
ば
、
こ
ぞ
より
こ
年
わ
様
子
か
よ
い

や
う
に
と
い
ふ
け
に
、
小
丹
長
者
か
屋
か
た
に

壱
ト
半
程
高
く
立
よ
と
仰
候
、
三
艘
の

船
を
彼
江
も
と
さ
せ
給
へ
候
、
大
王
天
王
わ

さ
か
さ
し
ゆ
ぢ
か
屋
方
か
け
て
参
ら
せ
給
へ
候
、　　
　
　
　
　
　

 　

」
２
０
丁
オ

 

Ⅳ
・
⑵  

東
方
東
か
の
御
門
か
り
、
い
け
だ
ん
高
来

か
す
み
た
な
び
く
も
ろ
か
山
き
り
打
掛
り
、

か
す
み
た
な
び
く
せ
ん
す
い
、
竹
に
う
く
い
す
か

す
を
か
け
、
梅
の
は
つ
花
あ
な
た
こ
な

た
ゑ
ふ
み
ち
ら
す
わ
、
春
の
山
に
わ
な
こ
か

か
ゝ
り
、
は
る
お
し
せ
つ
の
な
つ
〳
〵
す
じ
や
う
に　
　
　
　
　
　
　

」
２
０
丁
ウ

を
か
ま
せ
給
へ
候
、
南
方
南
の
御
門
か
り

わ
、
三
ぜ
ん
じ
や
う
の
田
の
表
江
か
け
井
か

水
を
つ
け
か
け
、
松
虫
、
す
ゝ
虫
、
た

る
ら
虫
、
く
つ
わ
虫
、
つ
ね
を
さ
よ
づ
る

け
あ
り
と
と
も
ど
き
た
ま
む
れ
た
わ
、
夏

の
四
せ
つ
と
な
つ
〳
〵
し
ゆ
ぢ
や
う
に
拾
給
へ
候
、 

」
２
１
丁
オ

西
方
西
御
門
掛
り
、
浅
も
ミ
ぢ
に
う
す

も
ミ
ぢ
に
、
い
ね
か
で
み
だ
れ
、
い
ね
の

こ
す
ゑ
に
、
玉
す
ゝ
め
、
ふ
く
ら
す
ゝ
め
、
は
き
の

こ
す
ゑ
に
し
か
か
む
れ
た
わ
、
秋
の
し
せ
つ
と
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な
つ
〳
〵
し
ゆ
し
や
う
に
拾
給
へ
候
、
北
方
北
の

御
門
か
り
ハ
、
て
ん
し
や
う
大
神
の
さ
か
木　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
２
１
丁
ウ

山
に
か
た
ひ
ゆ
き
か
ふ
り
掛
り
、
ご
ぜ
の

の
き
ば
に
つ
ら
ら
ゆ
き
、
し
き
は
ぶ
を

な
ら
へ
を
い
た
と
、
冬
の
し
せ
つ
に
な
つ
〳
〵

し
ゆ
し
や
う
と
拾
給
候
、
中
方
こ
く
の
御
門
掛
り
、

大
と
う
つ
る
き
、
け
い
と
う
つ
る
き
、
は
ん
尺
の

か
づ
ら
、
五
尺
の
掛
を
び
、
か
ら
の
鏡
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」
２
２
丁
オ

け
し
や
う
け
わ
ひ
の
道
具
、
か
ざ
ら
せ
給
へ
候
、
Ⅴ
・
⑴　

案

内
申
も
の
申
と
三
度
叩
か
い
て
、
か
い
り
う
わ
う
わ
、
か
と
へ

三（
参
上
（上

出
さ
せ
給
へ
候
ば
、
我
ハ
男
子
の
体
か
女
子
の
体
か

へ
ん
け
ま
な
わ
り
も
の
か
と
仰
候
て
、
我
ハ
男
子
て（
マ
マ
（な

け
れ
ハ
女
子
て
候
わ
ぬ
と
へ
ん
け
ま
な
わ
り
も
の
て
も

候
わ
ぬ
、
て
ん
ぢ
く
で
わ
大
王
天
王
の
国
ニ
下
れ
ば
年

神
ニ
至
と
わ
我
事
ニ
テ
候
、
さ
か
さ
し
ゆ
ぢ
か
屋
か
た

一
人
ら
姫
方
、
き
で
ん
こ
そ
こ
い
取
申
お
む
こ
に
参
り　
　
　
　
　
　

」
２
２
丁
ウ

ら
す
と
仰
候
、
か
い
り
う
王
ハ
姫
ハ
持
た
か
五
つ
の

御
難
に
六
つ
の
御
難
の
た
ら
わ
ぬ
姫

だ
と
仰
候
、
五
つ
の
御
難
に
六
つ
の
御
難
の
た
ら

わ
す
共
、
ぢ
ひ
に
恋
（
請
（取
申
お
聟
に

不（
マ
マ
（参
と
仰
候
、
大
王
天
王
の
旨
な
ら
ば

き
さ
き
の
姫
に
参
セ
す
と
仰
候
、
か
い
り
う

王
わ
七
ゑ
の
ゑ
き
の
す
た
れ
を
八
ゑ
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

」
２
３
丁
オ

か
き
か
や
い
て
高
来
へ
り
千
上（
畳
（し
き
て
、

鹿
の
し
き
か
わ
千
枚
な
ら
べ
、
三
か
い

珍
物
国
土
の
重
し
を
取
と
ゝ
の
い
て
玉

の
こ
し
に
わ
中
こ
の
こ
し
、
是
代
の
こ
し
と

く
る
ま
と
取
と
ゝ
の
い
て
、
七な

月
な
ゝ
よ
七
日
七

や
御
酒
も
り
の
被
召
候
、
さ
か
さ
し
ゆ
ぢ
か

屋
か
た
の
一
人
姫
ハ
大
王
天
王
に
指
向
て
此
国
ハ 　
　
　
　
　
　

  　

」
２
３
丁
ウ

わ
す
か
小
わ
う
国
て
も
の
を
ぶ
く
せ
て
も
ふ
た

る
く
な
い
し
、
あ
さ
の
ゑ
ん
じ
や
ハ
き
も
の
を
き
ね

ぞ
も
さ
む
く
な
し
、
年
ハ
よ
れ
ぞ
と
か
を
に

し
わ
よ
る
た
め
し
も
候
わ
す
、
一ひ
と
ひ日

ハ
一
年
の

御
ふ
を
送
ル
、
二
日
ハ
弐
年
の
御
世
を
送
り
、
三
日
ハ

三
年
の
御
世
を
送
ル
、
四
日
よ
年
拾ぢ
ん

ヶ
年
の

御
世
ハ
送
れ
ば
と
、
相
七
年
の
御
世
の
身
（
御
（弟

子
わ　
　
　
　
　
　
　
　

」
２
４
丁
オ

送
れ
共
ふ
き
や
ぜ
た
い
か
じ
や
う
と
で
あ
れ
ば
、

一
夜
の
御
座
う
つ
り
の
な
く
て
わ
為〔
身
〕あ

ら
じ
と
大
王
天
王
ハ
、
我
丁
石
へ
あ
か
り
て
、
四
方

浄
土
を
能
々
御
覧
被
成
候
得
ば
、
き
の
ふ
か

き
や
う
か
と
い
ふ
内
に
相
七
年
の
御
世
の
身

弟
子
ハ
送
ら
せ
給
候
、
に
し
き
袿
を
取
、

年
徳
方
す
ミ
の
ほ
ん
で
ん
北
の
み
こ
し
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
２
４
丁
ウ

ひ
や
だ
の
御
所
、
か
ら
木
団
（
だ
ん
（の
御
所
、
玉
の
丸
屋

御
て
ん
作
を
立
さ
せ
給
へ
候
ば
、
高
来

べ
り
を
せ
ん
ぢ
や
う
な
ら
べ
、
鹿
の
し
き
か
わ

せ
ん
枚
な
ら
べ
、
さ
ん
か
い
珍
物
国
圡
の

重
わ
し
を
取
と
ゝ
の
ひ
て
、
玉
の
こ
し
に
わ
中

こ
の
こ
し
、
是
代
之
こ
し
く
る
ま
を
と
り
と
ゝ
の
い
て　
　
　
　
　
　

」
２
５
丁
オ

拾
弐
人
の
水
仕
達
を
た
な
引
被
召
、
こ
ん
ぢ
の

に
し
き
の
か
つ
き
し
て
、
あ
た
ら
し
屋
へ
与〔
移
〕シ
被
召

此
ば
な
の
か
な
ゝ
世
御
酒
も
り
被
召
候
ば
、
一
夜
の

御
座
与（
移
（り
を
被
召
候
、
姫
君
七
月
の
月
か
と
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ま
れ
ば
七
月
半
の
苦
か
掛
、
や
月
や
は
ん
の

煩
被
召
候
ば
、
十
月
や
は
ん
で
御
さ
ん
の
ひ
ぼ　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
２
５
丁
ウ

を
と
か
せ
給
へ
候
ば
、
拾
弐
人
の
水
仕
達
わ

こ
ん
ぢ
の
に
し
き
を
御
座
と
定
テ

拾
か
し
付
申
せ
ば
、
先
一
番
ニ
も
う
け
そ（
育
（立

た
わ
大
（
第
（一

の
王
子
さ
う
か
う
天
王
、
大
に
王
神

ま
王
天
王
、
代
（
第
（三

の
天
王
三
て
の
天
王
、
大
四
天
王
白

和
天
王
、
大
五
天
王
徳
立
天
王
、
大
六
天
王　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
２
６
丁
オ

た
に
か
み
天
王
、
大
七
の
王
神
た
く
さ
う
し
天
王
、
明

み
七
海
我
御
子
も
七
人
の
御
子
も
う
け
そ

立
明
み
も
七
海
へ
う
つ
し
罷
付
、
Ⅴ
・
⑵ 

大
王
天
王
は

あ
や
せ
ん
だ
ん
、
に
し
き
せ
ん
だ
ん
、
か
ら
を
り
者
（
物
（

三
千
だ
ん
で
か
さ
り
、
箱
さ
き
山
こ
ん
ぢ
か
う
ら
江

松
か
い
光
明
か
や
ゝ
か
折
戸
江
、
風
の
心
地
ニ　
　
　
　
　
　
　
　

  　

」
２
６
丁
ウ

合
テ
出
さ
せ
給
へ
候
、
し
や
徳
き
神
ハ
拾
弐
の

つ
の
を
振
上
テ
、
く
れ
内
の
し
た
ま
き
立
て
、

大
王
天
王
召
た
る
舟
を
の
ま
づ
し
て
う
い（
き
（つ

し
づ
み
つ
明
み
七
海
内
ヲ
を（
追
わ
せ
（

わ
せ
給
へ
候
ば
、
大
王

天
王
ハ
舟
の
と
は
より
御
立
あ
つ
て
、
我
わ
さ
か

さ
し
ゆ
ぢ
か
屋
か
た
江
御
む
こ
ニ
参
り
、

七
人
の
天
王
達
を
も
う
け
そ
だ
て
給
へ
候
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」
２
７
丁
オ

明
み
七
海
の
明
み
へ
与
シ
罷
付
、
我
か
船
ニ
召
た
う
召

た
る
舟
に
め
を
掛
ル
も
の
は
有
ま
い
、
大
り
う
の
夫
か

小
り
う
の
夫
か
、
五
尺
三
寸
ぬ
き
た
な
び
い
て

け
ん
の
う
ふ
ら
せ
給
へ
候
ば
、
し
や
徳
き
神
ハ

大
王
天
王
、
天
か
な
く
て
わ
雨
も
ふ
ら
ず
や
、
地
か
な
く

て
わ
草
も
は
へ
ず
、
国
か
な
く
て
わ
風
も

不
立
や
、
大
王
天
王
か
な
く
て
わ
し
や
徳
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
２
７
丁
ウ

神
か
出
き
お
な
た
れ
候
わ
ず
、
七
人
の
天
王

た
ち
を
も
う
け
そ
だ
ち
か
む
り
た
も
の

後
の
者（
物
（、

ち
せ
い
か
い
け
ゑ
水
し
達
か

あ
ら
い
流
シ
て
こ
ろ
も
つ
も
り
て
ど
く
じ
や
と

な
つ
て
が
ゝ
み
原
、
八
王
神
で
石
江
し
や

と
く
き
ぢ
ん
で
上
り
、
親
こ
い
し
さ
に
親
だ
る
人
の

召
た
る
船
に
め
お
か
け
る
さ
う
ば
、
す
か
た
※
を
か
い
よ
、　　
　

※
改
行 

」
２
８
丁
オ

浪
の
上
より
十
二
の
つ
の
お
振
く
ず
し
、
十
一
面
く
わ
ん

お
ん
に
な
ら
せ
給
へ
候
、
一
ツ
船
江
か
き
上
ケ
、
よ
を
ち
を

合
テ
く
つ
て
み
れ
ば
、
か
ん
と
く
う
ぶ
し
の

歳
の
か
ざ
か
す
る
、
さ
ら
ば
我
子
に
ま

き
れ
な
い
と
が
ゝ
み
原
、
八
王
神
名
も
し
や

と
く
き
ぢ
ん
て
上
ら
せ
給
へ
候
ば
、
三
度
の
か
わ
り
に

四
方
天
王
四
度
の
か
わ
り
八
王
神
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

」
２
８
丁
ウ

 

Ⅵ
・
⑴　

大
王
天
王
ハ
七
人
の
天
王
達
ハ
一
度
の
く（
く
わ
ん
だ
う
（

わ
ん
と
て

有
か
、
八
王
神
ハ
あ
ま
た
の
く
わ
ん
だ
う
被
召
た

人
だ
、
四
百
四
病
の
病
を
作
り
、
小
丹
か
屋

か
た
を
ほ
ろ
ぼ
か
い
た
ら
ば
、
さ
う
り
う
す
ぢ

に
な
を
さ
ず
と
仰
候
、
親
た
る
人
か
た
き

打
な
ら
て
の
ら
ぬ
内
と
仰
候
、
さ
か
さ
し
ゆ
ぢ

か
屋
か
た
で
、
ゆ［
る
］り
の
つ
ぼ
小
か
ね
の
つ
ぼ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
２
９
丁
オ

四
百
四
病
の
病
を
作
り
出
、
石
の
か
ろ
う
つ

や
う
〳
〵
拾
四
ニ
請
て
と
の
り
の
○
ニ
七
だ
ん
か
た
ま
に
つ
け
て

や（

百

鬼

夜

行

（

つ
き
や
き
や
う
と
し
や
神
の
か
ミ
を
箱
さ
き
山

こ
ん
ぢ
か
う
ら
へ
引
テ
あ
か
ら
せ
給
へ
候
、
箱
さ
き

山
こ
ん
ぢ
か
う
ら
で
四
百
四
病
の
病
を
、
石
の
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か
ろ
う
つ
八
つ
〳
〵
拾
四
の
ふ
た
江
入
て
、
親

た
る
人
四
百
四
病
の
病
を
御
覧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
２
９
丁
ウ

な
ら
せ
給
へ
候
ば
、
大
王
天
王
ハ
四
百
四
病
の

病
ニ
四
足
五
体
か
な
い
か
と
仰
候
、
四
足

五
体
ハ
い
た
ん
ぢ
の
山
の
と
ば
の
い
ん
お
む
す

び
か
け
た
ら
、
四
百
四
病
の
病
ニ
五
体
か
出

き
お
な
た
れ
候
わ
す
、
Ⅵ
・
⑵　

小
丹
か
前
な
し
だ

れ
や
な
き
、
四
百
四
病
の
病
の
本
地
を

せ
ん
ば
の
小
た
か
と
へ
ん
ぢ
て
羽
お
や
す
め
、　　
　
　
　
　
　
　

 　

」
３
０
丁
オ

先
一
番
の
さ
と
め
に
、
む
ね
に
と
び
お
す
へ
て

さ
と
め
に
お
ろ
し
、
何
と
も
さ
と
ら
ぬ
小
丹
長
者
、

お
か
ま
上
に
あ
ら
か
ま
を
を
い
て
さ
と
め
に

を
ろ
し
、
お
か
ま
の
上
に
こ
か
ね
の
い
た
う
を

お
い
て
さ
と
め
に
お
ろ
し
、
む
か
し
わ
親
の

世
の
時
う
か
の
御
本
地
有
と
わ
聞
た
か
、

目
に
も
見
へ
ぬ
か
、
て
に
も
取
ら
ぬ
か
、
け
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
３
０
丁
ウ

め
に
か
た
と
は
づ
し
被
召
候
、
祢
宜
の

な
さ
か
み
な
け
出
シ
、
水
を
北
江
打
つ
し
な

福
う
た
さ
よ
づ
る
も
、
八
王
神
の
さ
と
め
で

有
ル
か
、
何
と
も
さ
と
ら
ぬ
小
丹
長
者
、

お
か
ま
ま
い
を
う
く
ら
も
ち
の

も
ち
切
す
る
も
、
八
王
神
の
さ
と
め

て
有
か
、
何
と
も
さ
と
ら
ぬ
小
丹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
３
１
丁
オ

長
ち
や
、
祢
宜
か
あ
さ
か
み
な
け
出
シ

に
わ
中
で
福
う
た
さ
よ
つ
る
も
、
八
王
神
の

さ
と
め
で
有
か
、
何
と
も
さ
と
ら
ぬ
小

丹
長
し
や
、
ぼ
ん
に
掛
橋
、
ま
す
ニ
小
刀
、

八
王
神
の
さ
と
め
で
有
か
、
何
と
も
さ
と
ら

ぬ
小
丹
長
し
や
、
祢
宜
か
も
の
を
付
キ
て

き
ね
を
立
な
け
に
な
け
る
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
３
１
丁
ウ

し
ん
て
地
神
か
七
尺
し
づ
む
と
申
か
、
是
ニ

八
王
神
の
さ
と
め
で
あ
る
か
、
何
と
も
さ
と

ら
ぬ
小
丹
長
し
や
、
六
月
土
用
中
場
に

き
つ
ね
の
わ
い
な
き
、
い
た
ち
の
へ
切
、

八
王
神
の
さ
と
め
で
有
か
、
何
と
も
さ
と

と
ら
ぬ
小
丹
長
し
や
、
な
べ
か
ま
へ
つ
も

そ
と
か
ん
て
か
け
入
も
、
八
王
神
の
さ
と
め
、　　
　
　
　
　
　
　

 　

」
３
２
丁
オ

何
共
さ
と
ら
ぬ
小
丹
長
者
、
京
七
つ
半
の

さ
と
め
を
お
ろ
た
、
何
共
さ
と
ら
ぬ
小

丹
長
し
や
、
小
丹
か
二
人
の
ゆ
め
に
く
ろ

か
ね
の
杖
に
ち
か
や
か
七
本
お
い
て
は

か
な
る
み
な
る
そ
う
ぢ
さ
う
さ
う
も
く
な
つ
て

さ
と
め
に
お
ろ
し
、
小
丹
長
者
ハ
大
気
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
３
２
丁
ウ

哭
、
と（
唐
土
（

う
と
天
ぢ（
竺
（く

り（

龍

宮

（

う
く
ん
浄
土
の

我
丁（
朝
（石
三
名
一
の
も
の
し
り
達
を
よ
せ
、

う
ら
に
か
う
ゆ
い
こ
よ
ミ
に
八
け
八
け
に

さ
ん
で
引
合
セ
て
見
れ
ば
、
八
王
神
の
さ
と

め
と
三
名
一
の
者
（
物
（知
達
仰
候
ば
、
三
名
一
の

も
の
知
達
ハ
、
東
方
東
ニ
木
の
山
立
、
き
り
と

か
す
み
と
七
日
七
夜
七
日
七
夜
お
こ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
３
３
丁
オ

な
い
被
召
候
ば
、
南
方
南
に
ひ
の
山
立
テ
、

火
ゑ
ん
と
七
日
七
日〔
夜
〕七
日
七
夜
お
こ
な
い
被
召
候
、

西
方
西
に
は
か
ね
の
山
立
、
七
日
七
よ
七
日
七
夜

お
こ
な
い
被
召
候
、
北
方
北
に
水
の
山
立
テ
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白
瀧
と
七
日
七
よ
七
日
七
夜
お
こ
な
い
被
召
候
、

中
方
石
に
つ
ち
の
山
立
テ
、
き
り
と
か
す
ミ
と　
　
　
　
　
　
　
　

 　

」
３
３
丁
ウ

な
の
か
な
ゝ
よ
七
日
七
夜
お
こ
な
い
被
召
候
、

八
王
神
は
東
方
東
ハ
拾
い
き
り
打
掛
り
、

か
す
ミ
た
な
引
、
南
方
南
拾
ば
き
り
打

掛
り
か
す
ミ
た
な
引
、
西
方
西
拾
は
き
り

打
か
ゝ
り
か
す
み
た
な
引
、
北
方
北
を
拾
ば

白
瀧
ニ
き
り
打
掛
り
か
す
み
た
な
引
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

」
３
４
丁
オ

中
方
こ
く
に
わ
つ
ち
の
山
立
テ
、
き
り
打
掛

か
す
ミ
た
な
引
、
小
丹
か
屋
か
た
わ

ど
こ
の
い
づ
く
た
共
き
り
と
か
す
み
で

し
ま
い
て
見
つ
ね
と
仰
候
、
大
王
天
王
わ

八
王
神
、
し
や
か
の
み
で
し
に
月
の
い
つ
方

し
ん
の
ん
目
ほ
う
し
の
は
か
せ
か
七
日
に　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

」
３
４
丁
ウ

七
つ
の
も
ん
じ
ヲ
よ
み
は
つ
し
、
ゆ
び
の
か
た

ゆ
び
切
ル
た
る
ほ
う
し
に
は
か
せ
か
七
つ
七
つ
の

い
ん
お
む
す
び
は
づ
し
、
そ
れ
か
切
ま
戸
と

な
ら
せ
給
候
、
そ
れ
か
ら
か
け
入
被
召
候
、

小
丹
か
屋
か
た
ゑ
※
か
け
入
ル
時
ハ
み
さ
き 
※
「
の
」
墨
滅

の
数
ハ
石
に
た
と
わ
は
、
こ
ま
た
ね
六
石
六
升
、　　
　
　
　

  　
　
　

」
３
５
丁
オ

け
し
た
ね
六
石
六
升
、
え
た
ね
六
石
六
升
、

あ
ま
る
見
さ
き
わ
あ
さ
ひ
の
ま
ぼ
こ
り
、

夕
ひ
の
ま
ほ
こ
り
、
ね
な
み
さ
き
達
を

た
な
引
被
召
候
、
小
丹
か
八
百
八
拾
人
の

御
見
足
を
あ
ら
さ
せ
給
へ
候
、
Ⅶ
・
⑴ 

大
王
天
王

八
王
神
お
ん
の
氏
子
か
二
人
あ
ら
す
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
３
５
丁
ウ

み
わ
け
た
す
け
く
れ
よ
と
仰
候
、

親
た
る
人
は
家
印
も
ん
の
う

だ
さ
せ
給
へ
候
、
も
ん
せ
な
か
れ
住

分
証
拠
七
社
の
神
の
氏
子
の
ほ
じ
か

か
み
の
お
ひ
き
わ
に
あ
ら
す
仰
候
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

」
３
６
丁
オ

八
王
神
ハ
八
百
八
拾
人
之
御
見
足
ヲ
あ
ら

た
め
被
召
候
ば
、
女
身
に
弐
人
あ
ら
ず
と

湯
取
水
取
ニ
定
べ
き
か
と
、
何
か
お
ん

の
氏
子
ヲ
子
孫
を
湯
取
水
取
に
な
る
ま
い
、

八
王
神
ハ
あ
し
か
ら
ち
者
ハ
た
ね
を
切
テ

よ
い
も
の
か
切
ら
で
よ
い
も
の
か
と
仰
候
、　　
　
　
　
　
　
　
　

 　

」
３
６
丁
ウ

悪
敷
も
の
だ
に
た
ね
を
切
テ
よ
い
と
仰
候
、

む
な
本
三
寸
ニ
五
六
八
寸
の
あ
ら
す

の
ほ
じ
を
ひ
ね
り
ち
あ
ら
し

め
さ
れ
候
、
七
十
五
日
も
の
い
み
す
る
も

是
より
出
き
始
り
、
住
の
お
き
な
御
つ
か
れ

と
仰
候
、
Ⅶ
・
⑵ 

何
か
大
王
天
ハ
我
見
足
に　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

」
３
７
丁
オ

ふ
る
ま
い
な
ら
す
と
仰
候
、
あ
ら
す
の

か
ま
を
七
つ
出
シ
、
に
う
や
か
い
と
て

か
い
を
に
て
わ
三
千
上
の
田
表
に

い
な
か
ふ
一
か
ぶ
に
み
さ
き
一
人

宛
な
お
し
置
て
、
は
り
こ
ま
で　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
３
７
丁
ウ

長
し
ひ
し
や
け
で
三
度
や
ら

セ
給
へ
候
ば
、
大
王
天
王
ハ
山
の
す
上

の
ぶ
ん
し
て
是
ら
程
し
の

ふ
る
ま
い
し
た
か
く
わ
ぬ
み
さ
き

三
人
有
か
、
我
か
ま
つ
り
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
３
８
丁
オ

く
れ
ず
と
仰
候
、
百
八
ぼ
ん
の
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む
な
し
ゆ
い
し
し
や
う
の
ず
ゝ
か
ら
〳
〵
と

お
し
も
ミ
な
ら
し
、
そ
ら
に

ぼ
ん
て
ん
大（
帝
釈
（尺
下
ニ
四
大

天
王
八
万
八
千
ノ
ほ
し
の
み
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
３
８
丁
ウ

と
を
ま
つ
ら
せ
給
候
ば
、
八
王
神

屋
敷
所
を
此
め
と
屋
敷
所
ハ

山〔
大
〕和

山
城
之
国
を
御
福
の

屋
敷
所
と
た
さ
せ
給
へ
候
、

氏
子
所
ハ
越
後
越
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
３
９
丁
オ

左
戸
か
嶋
ニ
小
丹
か
流
レ
か
七
十
五

流
レ
有
す
か
知
行
そ
う
分
に

た
す
と
仰
候
、
大
王
天
王
ハ
ま
王

天
王
の
五
つ
天
王
の
御
主
上
様
に

七
拾
生
の
お
り
ふ
ね
八
拾
生
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
３
９
丁
ウ

つ
き
ふ
し
九
石
千
た
ん
の

し
村
江
月
の
難
日
の

役
難
を
掛
さ
せ
給
へ
候
、
Ⅷ

渡
リ

の
神
、
も
ん
ぜ
な
か
れ
住
の

子
孫
七
社
之
神
ノ
氏
子
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

」
４
０
丁
オ

小
丹
か
流
し
宗
印
門
の
う
た
す
に

め
な
い
じ
や
う
で
も
候
ま
い
、
む
た
な
い
じ
や
う

で
も
候
ま
い
、
小
丹
か
流
レ
と
申
ル
ハ
取
だ

し
ん
だ
を
き
ら
わ
ず
、
神
参

仏
参
ヲ
不
仕
、
身
ニ
は
ず
い
こ
ん
だ
ら
り
の

守
り
有
ま
い
、
門
に
こ
ん
か
う
か
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
４
０
丁
ウ

た
ざ
う
か
い
の
ほ（
梵
字
（し
の
す
わ
り
た

御
札
か
有
ま
い
、
弐
年
の
さ
か
い
に

若
松
立
た
証
拠
も
有
ま
い

む
か
し
五
人
の
王
仁（
子
（達

の

御
か
ん
せ
ん
ば
ん
そ
し
わ〔
あ
〕ら
そ
い
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
４
１
丁
オ

御
世
の
時
、
此
石
払
し
づ
め
た

あ
ま
の
さ
か
ほ
こ
さ
か
さ
に

指
シ
た
証
拠
も
有
ま
い
、
小
丹
か

流
レ
※
ゑ
と
せ
ん
ぢ
ん
と
つ
で
、
春
ハ 

※
「
と
申
」
墨
滅

か
い
病
、
夏
ハ
腹
、
秋
は
役
病
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
４
１
丁
ウ

冬
ハ
い
も
苦（
く
じ
（事

は
し
か

四
せ
つ
病
を
触
て
小
丹
か
流
レ
て

身
を
へ
さ
せ
給
候
へ
、
京
の

何
の
年
の
氏
子
所
は
流
レ
に
取
て
ハ

も
ん
ぜ
の
流
レ
、
子
孫
ニ
取
て
ハ 

」
４
２
丁
オ

住
の
子
孫
、
氏
子
ニ
取
て
ハ
七
社
の

神
の
氏
子
所
テ
有
ば
、
身
ニ
て
て

ず
い
ご
ん
だ
ら
り
の
守
か

証
拠
、
門
に
こ（
金
剛
界
（

ん
か
い
た（

胎

蔵

界

（

い
ざ
う
か
い
の

ぼ
ん
し
の
す
わ
り
た
御
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
４
２
丁
ウ

証
拠
ニ
テ
候
、
弐
年
の
さ
か
い
に

若
松
立
証
拠
か
候
、
む
か
し

五
人
の
王
神
達
の
御
か
ん

せ
ん
ば
ん
そ
し
あ
ら
そ

い
の
御
世
の
時
此
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
４
３
丁
オ

払
し
づ
め
た
あ
ま
の
さ
か
ほ

こ
さ
か
さ
に
指
た
証
拠
も
候

見
入
聞
入
の
う
じ
ゆ
を
た
れ
て

人
間
な
少
時
を
そ
だ
ち
を
か
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た
れ
ハ
、
あ
く
の
は
ら
を
立
神
ハ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
４
３
丁
ウ

本
地
ヲ
立
せ
ば
、
二
度
位
ニ
付
と

申
京
之
旦
那
と
お
よ
そ
に

い
ふ
な
ら
ば
、
と
う
く
七
代
な

ヤ
み
か
け
ま
い
、
近
八
代
な
や
み

掛
ま
い
、
小
こ
の
セ
ん
往
来
之　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
４
４
丁
オ

氏
子
所
た
き
の
水
の
生
か
き
や
う

の
み
取
子
ま
だ
一
代
の
御
世
か

来
り
と
も
、
京
の
御
旦
那
の
我

守
と
せ
ん
、
往
来
の
氏
子
所

本
地
を
立
す
、
御
き
た
う
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
４
４
丁
ウ

さ
を
鹿
の
八
ツ
之
御
み
ゝ
ふ
り
立
あ
い
み
ん

の
う
じ
ゆ
た
れ
て
承
内
此
当
所
奉
立
せ

給
へ
候
、
南
無
大
王
天
王
唵
ハ
ラ
キ
リ
ソ
ワ
カ

南
無
八
王
神
唵
ハ
ラ
キ
リ
ム
カ
ソ
ワ
カ

き
ん
じ
や
う
サ
イ
ハ
イ
〳
〵
ト
敬
白　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
州
山
内
村　

榊
原
若
太
夫　
　
　
　
　

」
裏
表
紙
見
返
し

（
（
）　

本
稿
に
お
け
る
祭
文
の
呼
称
は
、
Ａ
本
の
内
題
に
よ
る
。

（
（
）　

武
井
正
弘「
花
祭
・
大
神
楽
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
」（
鈴
木
昭
英
編『
仏
教
芸
能
と
美
術（
仏

教
民
俗
学
大
系
五
）』
名
著
出
版
、
一
九
九
三
年
、
一
八
九
～
二
一
〇
頁
）。
武
井
は
奥
三
河

の
牛
頭
天
王
祭
文
の
一
本
と
し
て
「
御
歳
神
祭
文
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
武
井
の
示
し

た
祭
文
の
略
述
は
、本
稿
で
取
り
上
げ
る「
御
歳
徳
神
祭
文
」（
古
文
書
番
号
一
二
〇
・
八
三
）と
、

同
じ
く
榊
原
家
に
所
蔵
さ
れ
る
題
目
未
詳
「
牛
頭
天
王
祭
文
」（
古
文
書
番
号
五
八
・
六
四
）
の

概
要
が
取
り
合
わ
さ
れ
て
い
る
（
同
、
二
〇
五
頁
）。

（
（
）　

松
山
由
布
子
「
奥
三
河
の
宗
教
文
化
と
祭
文
」（
斎
藤
英
喜
・
井
上
隆
弘
編
『
神
楽
と
祭
文

の
中
世
―
変
容
す
る
信
仰
の
か
た
ち
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
六
年
、
一
六
八
～
一
八
五
頁
）、

同
「
奥
三
河
に
お
け
る
近
世
後
期
の
疫
神
祭
祀
―
愛
知
県
豊
根
村
の
鍵
取
り
屋
敷
文
献
を
通

註

し
て
―
」（『
信
濃
』
第
三
次
・
第
七
一
巻
第
一
号
、
二
〇
一
九
年
）。

（
（
）　

榊
原
家
記
録
と
し
て
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
の
三
河
代
官
に
よ
る
検
地
記
録
「
三
河

国
設
楽
郡
樫
谷
下
村
検
地
帳
」
が
遺
さ
れ
て
い
る
（『
豊
根
村
誌　

資
料
編
（
』
豊
根
村
、

一
九
九
一
年
、
七
五
～
一
〇
四
頁
）。

（
（
）　

愛
知
県
図
書
館
所
蔵
。

（
（
）　

早
川
孝
太
郎
『
花
祭
』（
岡
書
院
、一
九
三
〇
年
）。
※
『
早
川
孝
太
郎
全
集　

第
一
巻
』（
未

来
社
、
一
九
七
一
年
、
三
二
八
～
三
三
〇
頁
）、『
同　

第
二
巻
』（
一
九
七
二
年
、
四
一
五
～

四
一
六
頁
）。
ま
た
サ
ン
ジ
ャ
ク
（
参
事
役
）
と
呼
ば
れ
る
家
が
、
榊
原
家
の
指
示
を
受
け
て
、

地
区
の
祭
礼
や
行
事
を
取
り
計
ら
っ
た
（『
早
川
孝
太
郎
全
集　

第
一
巻
』、
三
二
八
頁
）。

（
（
）　

三
沢
花
祭
り
に
お
い
て
、
花
太
夫
の
役
を
務
め
る
鍵
取
り
・
幣
取
り
・
み
ょ
う
ど
な
ど
は
山

内
地
区
に
居
住
し
て
い
た
。
三
沢
花
祭
り
は
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
よ
り
山
内
地

区
の
み
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
を
以
て
休
止
さ
れ
た
（
山

内
花
祭
り
伝
承
保
存
会
・
山
﨑
一
司
編
『
山
内
の
花
祭
り
』
二
〇
一
一
年
、
一
二
～
一
三
頁
）。

（
（
）　

榊
原
家
に
は
、
天
正
期
書
写
の
「
御
神
楽
日
記
」、
林
家
に
は
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）・

明
暦
二
年
（
一
七
一
二
）・
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
書
写
の
神
楽
次
第
書
三
冊
が
、
そ
れ
ぞ

れ
遺
さ
れ
て
い
る
（
本
田
安
次
「
三
澤
の
本
御
神
楽
の
記
録
」『
霜
月
神
楽
之
研
究
』
明
善
堂

書
店
、
一
九
五
四
年
、
四
三
四
～
四
六
二
頁
、
山
本
ひ
ろ
子
「
大
神
楽
「
浄
土
入
り
」
―
奥

三
河
の
霜
月
神
楽
を
め
ぐ
っ
て
」『
変
成
譜
―
中
世
神
仏
習
合
の
世
界
』
春
秋
社
、一
九
九
三
年
、

九
六
～
二
二
四
頁
）。

（
（
）　

松
山
由
布
子
「
奥
三
河
に
お
け
る
近
世
後
期
の
疫
神
祭
祀
―
愛
知
県
豊
根
村
の
鍵
取
り
屋
敷

文
献
を
通
し
て
―
」（
註
（
）。
ハ
ッ
テ
ン
グ
サ
マ
は
、
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
に
清

水
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
（
同
）。

（
（0
）　

諏
訪
神
社
の
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）・
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）・
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）

の
棟
札
（『
北
設
楽
郡
史　

近
世
』
北
設
楽
郡
史
編
纂
委
員
会
編
、
一
九
七
〇
年
、
五
二
四
頁

～
五
二
八
頁
）
ほ
か
。

（
（（
）　

書
物
一
五
三
点
（
写
本
一
三
〇
点
、
刷
・
刊
本
二
三
点
）、
影
印
（
コ
ピ
ー
）
七
点
。 

ま
た

『
豊
根
村
古
文
書
目
録
』
に
は
、『
御
神
楽
日
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
一
六
点
の
本
人
所
有
文
献

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
（『
豊
根
村
古
文
書
目
録
』
一
七
〇
～
一
八
一
頁
）。

（
（（
）　

古
文
書
番
号 

七
三
。
標
題
は
『
豊
根
村
古
文
書
目
録
』
に
よ
る
。 

前
欠
で
全
容
は
不
明
な

が
ら
、
病
人
祈
祷
の
詞
章
や
護
符
書
様
な
ど
を
列
記
す
る
。
引
用
箇
所
の
読
点
お
よ
び
傍
線

は
筆
者
追
記
。

（
（（
）　
「
牛
頭
天
王
嶋
渡
り
祭
文
」
に
つ
い
て
の
主
な
研
究
に
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
早
川
孝
太

郎
『
花
祭
』（
註
（
）
※
『
早
川
孝
太
郎
全
集　

第
二
巻
』（
註
（
、
四
七
二
～
四
八
一
頁
）、
山

﨑
一
司
「
天
龍
奥
山
地
方
の
唱
導
芸
能
―
富
山
村
の
『
牛
頭
天
王
嶋
渡
り
祭
文
』
―
」（『
研

究
紀
要　

第
一
号
』
愛
知
県
北
設
楽
郡
富
山
村
教
育
委
員
会
、一
九
九
〇
年
）、山
本
ひ
ろ
子
『
異

神
―
中
世
日
本
の
秘
教
的
世
界
』（
平
凡
社
、
一
九
九
八
年
、
五
一
三
頁
～
五
五
九
頁
）、
松
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山
由
布
子
「
花
太
夫
所
蔵
文
献
に
見
る
奥
三
河
の
宗
教
文
化
―
宗
教
テ
ク
ス
ト
の
特
徴
と
普

遍
性
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
説
話
・
伝
承
学
』
第
二
三
号
、
二
〇
一
五
年
）、
同
「
奥
三
河
の
宗

教
と
祭
文
」（
註
（
）
一
七
一
～
一
七
四
頁
。

（
（（
）　

松
山
由
布
子
「
奥
三
河
の
宗
教
文
化
と
祭
文
」（
註
（
、
一
七
〇
～
一
七
一
頁
）。

（
（（
）　

註
（
。

（
（（
）　
「
御
歳
徳
神
祭
文
」
の
ほ
か
、「
摩
利
支
天
経
」「
マ
ム
シ
ノ
大
事
」「
土
公
神
大
事
」「
大
黒

天
ノ
経
」「
文
殊
経
」「
疱
瘡
御
守
」「
ヲ
コ
リ
ノ
マ
シ
ナ
イ
口
伝
」「
ム
シ
ハ
ノ
マ
シ
ナ
イ
」
な

ど
が
記
さ
れ
る
。

（
（（
）　

註
（
。

（
（（
）　

註
（（
。
書
写
年
の
古
い
も
の
に
、
東
栄
町
大
入
地
区
の
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
写
本
な
ど

が
あ
る
。

（
（（
）　

古
文
書
番
号 
五
八
・
六
四
。
二
点
は
ほ
ぼ
同
文
で
、
共
に
前
欠
。

（
（0
）　

松
山
由
布
子
「
奥
三
河
に
お
け
る
近
世
後
期
の
疫
神
祭
祀
―
愛
知
県
豊
根
村
の
鍵
取
り
屋
敷

文
献
を
通
し
て
―
」（
註
３
）。
ま
た
同
論
文
一
三
頁
に
て
「
見
足
」
の
読
み
を
ミ
サ
キ
と
し

て
い
る
が
、「
眷
属
」
の
誤
り
で
あ
る
。

（
（（
）　

早
川
孝
太
郎
「
山
村
手
記
」（
同
『
花
祭
』
註
（
）
※
『
早
川
孝
太
郎
全
集　

第
二
巻
』（
註

（
、
四
一
七
～
四
一
八
頁
）。

（
（（
）　

妙
法
院
所
蔵
「
神
像
絵
巻
」（
観
応
元
年
）、「
三
国
相
伝
陰
陽

轄
簠
簋
内
伝
金
烏
玉
兎
集
」

（
簠
簋
内
伝
）
な
ど
。

（
（（
）　

関
敬
吾
『
本
格
昔
話　

四
（
日
本
昔
話
大
成
第
五
）』（
角
川
書
店
、
一
九
七
八
年
）。
な
お
、

日
本
昔
話
大
成
で
は
、
蘇
民
将
来
譚
も
「
大
歳
の
客
」
の
一
話
と
す
る
。
ま
た
、
東
北
大
学

附
属
図
書
館
所
蔵
『
牛
頭
天
王
御
縁
起
』
は
、
正
月
祭
祀
と
深
く
関
わ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
（
鈴
木
耕
太
郎
「
造
り
替
え
ら
れ
る
儀
礼
と
信
仰
―
『
牛
頭
天
王
御
縁
起
』（「
文
明
本
」）

の
信
仰
世
界
」『
牛
頭
天
王
信
仰
の
中
世
』
法
藏
館
、
二
〇
一
九
年
、
二
七
五
～
三
〇
八
頁
）。

（
（（
）　

丹
野
正
「
厄
神
の
宿
」（『
民
間
伝
承
』
第
一
六
巻
第
一
二
号
、一
九
五
二
年
）、三
崎
一
夫
「
正

月
行
事
に
お
け
る
疫
神
鎮
送
に
つ
い
て
」（『
東
北
民
俗
』
第
五
輯
、
一
九
七
〇
年
）、
大
島
建

彦
『
疫
神
と
そ
の
周
辺
』（
岩
崎
美
術
社
、一
九
八
五
年
）、同
『
疫
神
と
福
神
』（
三
弥
井
書
店
、

二
〇
〇
八
年
）、
田
中
宣
一
『
祀
り
を
乞
う
神
々
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）
ほ
か
。

（
（（
）　

北
の
窓
は
家
相
に
お
い
て
も
凶
と
さ
れ
た
。
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
自
序
の
『
家
相
方
位

指
南
』で
は
、「
窓
は
東
に
開
く
こ
と
吉
な
り
。巽
偶
吉
な
り
。南
も
可
な
り
。そ
の
外
は
凶
な
り
」

と
あ
る
（
村
田
あ
が
「『
家
相
方
位
指
南
』
に
み
る
江
戸
の
家
相
説:

第
二
報
」『
跡
見
学
園
女

子
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
』
第
四
一
号
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
（（
）　

小
池
淳
一
「
本
川
神
楽
の
呪
法
と
系
譜
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
四
二

集
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
（（
）　

早
川
孝
太
郎
『
花
祭
』（
註
（
）
※
『
早
川
孝
太
郎
全
集　

第
一
巻
』（
註
（
、
四
四
一
～

四
四
五
頁
）。
他
に
も
、
豊
根
村
曽
川
鈴
木
家
伝
来
「
大
土
公
神
之
祭
文
」
で
は
、「
か
の
み
内

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 

外
来
研
究
員
）

（
二
〇
一
九
年
二
月
二
五
日
受
付
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
七
日
審
査
終
了
）

の
宝
物
に
と
り
て
は
、
八
尺
の
か
け
帯
、
五
尺
の
や
つ
、
花
形
の
唐
の
鏡
、
櫛
、
針
、
か
う
が
い
、

た
と
う
が
み
な
ん
ぞ
と
申
す
も
、御
宝
と
数
え
参
ら
せ
候
」
と
あ
る
（『
豊
根
村
誌　

資
料
編
二
』

豊
根
村
、
一
九
九
一
年
、
三
九
二
～
四
〇
〇
頁
。
読
点
は
著
者
追
記
。）。
ま
た
、
慶
長
十
七

年
古
活
字
版
系
統
の
『
簠
簋
内
伝
』
巻
二
で
は
、五
郎
に
あ
た
る
「
天
文
玉
女
妃
」
が
父
の
「
盤

牛
大
王
」よ
り「
八
尺
の
懸
帯
」「
五
尺
の
鬘
」「
八
尺
の
花
形
の
唐
鏡
七
面
」「
宇
浮
絹
の
鎧
」「
沙

婆
訶
の
剣
」
を
引
き
継
ぐ
場
面
が
あ
り
、
奥
三
河
の
「
大
土
公
神
祭
文
」
と
の
関
わ
り
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
（
山
本
ひ
ろ
子
『
大
荒
神
頌
』
岩
波
書
店
、一
九
九
三
年
、一
七
三
～
二
一
六
頁
）。

（
（（
）　

徳
田
和
夫
「
四
方
四
季
の
風
流
」（『
お
伽
草
子
研
究
』
三
弥
井
書
店
、
一
九
八
八
年
、
四
七

～
七
九
頁
）、
林
晃
平
「
浦
島
と
四
季
―
浦
島
太
郎
誕
生
の
周
辺
―
」（『
苫
小
牧
駒
澤
短
期
大

学
紀
要
』
第
一
九
号
、
一
九
八
七
年
）。


